
2
021
2
021
2
021
N
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や
さ
し
さ
に
あ
ふ
れ
か
い
て
き
で
げ
ん
き
な
ま
ち
の
情
報
紙

広
報
　
　
　



　｜
　
　
　
　
　
　
　
　｜

　
3
月
28
日
、
岡
山
県
と
矢
掛
町
が
整
備
し
て
い
た
道
の
駅
「
山
陽
道
や
か
げ

宿
」
が
開
業
し
ま
し
た
。

　
国
道
４
８
６
号
線
沿
い
に
建
設
さ
れ
た
駅
舎
は
、
岡
山
市
出
身
の
工
業
デ
ザ

イ
ナ
ー
・
水
戸
岡
鋭
治
氏
が
デ
ザ
イ
ン
を
担
当
。
１
階
は
休
憩
コ
ー
ナ
ー
や
交

通
情
報
室
の
ほ
か
、
観
光
ス
ポ
ッ
ト
・
特
産
品
を
紹
介
す
る
展
示
コ
ー
ナ
ー
、

２
階
に
は
、
キ
ッ
ズ
ル
ー
ム
と
展
望
デ
ッ
キ
。
駐
車
場
は
普
通
車
29
台
分
、
大

型
車
10
台
分
を
配
備
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
駅
舎
は
黒
色
を
基
調
と
し
て
お
り
、

新
し
く
も
懐
か
し
い
商
店
街
の
町
並
み
や
嵐
山
が
調
和
す
る
色
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　「
山
陽
道
や
か
げ
宿
」
は
、
飲
食
や
物
販
を
あ
え
て
設
け
ず
、
矢
掛
商
店
街

が
そ
の
役
割
を
担
う「
や
か
げ
ま
る
ご
と
道
の
駅
」と
い
う
新
し
い
ス
タ
イ
ル
、

唯
一
無
二
を
目
指
し
た
道
の
駅
で
す
。

　
そ
う
話
す
の
は
道
の
駅
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
水
戸
岡

氏
。
か
つ
て
、
山
陽
道
の
大
動
脈
と
し
て
栄
え
た
矢

掛
町
だ
か
ら
こ
そ
、
深
み
と
品
格
の
あ
る
空
間
づ
く

り
を
目
指
し
、
駅
舎
内
の
家
具
は
す
べ
て
が
特
注
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
。既
製
品
は
１
つ
と
し
て
あ
り
ま
せ
ん
。

　
椅
子
の
布
生
地
は
、「
な
な
つ
星
豪
華
列
車
」
と

同
じ
材
料
を
使
用
し
て
お
り
、
利
用
す
る
人
を
く
つ

ろ
ぎ
の
空
間
へ
い
ざ
な
い
ま
す
。

　
駅
舎
に
は
、
３
世
代
で
交
流
が
で
き
る
贅
沢
が
あ
り
ま
す
。
訪
れ
て
い
た
２

組
の
町
内
在
住
の
家
族
に
、
道
の
駅
の
感
想
を
聞
き
ま
し
た
。
キ
ッ
ズ
ハ
ウ
ス

で
遊
ん
で
い
た
米
山
隼
矢
く
ん
（
４
歳
）
は
、「
遊
び
が
い
っ
ぱ
い
、
楽
し
い
」

進
化
す
る
ま
ち
矢
掛

『
篤
姫
や
大
名
を
迎
え
た
本
陣
の
よ
う
に
、
山
陽
道
や
か
げ
宿
も
多
く

の
人
に
親
し
ま
れ
る
新
た
な
「
本
陣
」
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
』

『
道
の
駅
は
こ
の
町
、
矢
掛
町
民
の
た
め
の
施
設
』

　昨年12月、矢掛町矢掛宿が「重 要伝統的建造物群保存地区」に選定。今年３月、本陣から脇本陣までの約510メートルの「無
電柱化」そして、道の駅「山陽道 やかげ宿」の開業。ついに、矢掛町のまちづくり施策、「３本柱」が出そろいました。江戸時代
の宿場町の再現に加えて、新たな シンボルの誕生。歴史と伝統を守り、進化する町、矢掛の新たなスタートです。

道
の
駅
「
山
陽
道
や
か
げ
宿
」
　開
業

1

ま
ち
づ
く
り
施
策
３
本
柱
完
成

オールド紋 ニュー紋

賑 わ い の ま ち 矢 掛　始 ま る
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と
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
（
写
真
１
）。
滑
り
台
を
降
り
て
は
登
っ
て
を

繰
り
返
し
、
笑
顔
で
遊
ぶ
姿
が
と
て
も
印
象
的
で
、
こ
の
空
間
を
気
に
入
っ
て

く
れ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。
ま
た
、
３
世
代
で
訪
れ
て
い
た
家
族
は
、
サ
ロ
ン

で
会
話
を
弾
ま
せ
て
お
り
、「
家
族
み
ん
な
が
楽
し
め
る
、憩
い
の
空
間
。
ぜ
ひ
、

ま
た
来
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
（
写
真
２
）。

　
小
さ
い
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、
幅
広
い
年
代
の
人
を
も
て
な
す
居
心
地
良

い
空
間
を
皆
さ
ん
家
族
そ
ろ
っ
て
体
験
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　「
地
元
の
矢
掛
町
民
が
満
足
す
る
→
話
を
耳
に
し
た
町
外
の
人

が
訪
れ
る
」
こ
れ
が
ま
ち
づ
く
り
。
町
の
魅
力
ア
ッ
プ
に
つ
な
が

る
と
山
野
町
長
は
話
し
ま
し
た
。
山
陽
道
や
か
げ
宿
は
、
町
の
中

心
部
へ
の
入
り
口
、
一
層
の
賑
わ
い
の
創
出
拠
点
と
し
て
貢
献
す

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
商
店
街
を
歩
い
て
み
る
と
、
町
が
古
民
家
を
改
修
し
て
整
備
し

た
観
光
施
設
「
矢
掛
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
問
屋
」
も
開
業
。
町
内

の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
や
イ
ベ
ン
ト
・
飲
食
店
等
の
情
報
を
提
供
す
る

「
お
も
て
な
し
」の
拠
点
で
す
。道
の
駅
か
ら
商
店
街
へ
。ビ
ジ
タ
ー

セ
ン
タ
ー
が
、
快
適
な
観
光
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
ま
す
。
さ
ら
に
は
、

道
の
駅
開
業
と
併
せ
て
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｎ
し
た
店
舗
も
。

　
町
と
地
元
住
民
が
連
携
し
て
、
ま
さ
に「
ま
る
ご
と
」を
駆
使
し

て
、
地
域
活
性
化
を
目
指
し
ま
す
。
賑
わ
い
の
ま
ち
矢
掛
町
の
新

た
な
ス
タ
ー
ト
で
す
。

　
皆
さ
ん
、
矢
掛
町
の
新
た
な
魅
力
を
見
つ
け
に
来
て
く
だ
さ
い
。

　昨年12月、矢掛町矢掛宿が「重 要伝統的建造物群保存地区」に選定。今年３月、本陣から脇本陣までの約510メートルの「無
電柱化」そして、道の駅「山陽道 やかげ宿」の開業。ついに、矢掛町のまちづくり施策、「３本柱」が出そろいました。江戸時代
の宿場町の再現に加えて、新たな シンボルの誕生。歴史と伝統を守り、進化する町、矢掛の新たなスタートです。

写真1

写真2

利用者の憩いの場

町の特産品を展示。商店街等で購入できます！嵐山と小田川を眺める展望台

矢掛ライオンズク
ラブから75型ディ
スプレイを寄贈い
ただきました。

共済組合井笠支所 やかげ文化センター

老人福祉センター
矢掛会館

小田川

w.c.

w.c.

本陣会館

旧矢掛本陣
石井家住宅

農村環境改善センター

やかげ郷土美術館
美
術
館
通
り

w.c.矢
掛
屋

温
浴
別
館

矢
掛
屋

本

　館

備中屋長衛門

やかげ町家交流館

旧山陽道

ふれあい
広場

w.c.

弦橋

古意庵

旧矢掛商業
高校跡

国道 486号線

旧矢掛脇本陣
髙草家住宅

矢掛ビジター
センター問屋 蔵INN 道の駅

山陽道やかげ宿

山陽道やかげ宿（矢掛町矢掛1988番地10）☎（63）4300
営業時間は、午前10時から午後6時まで。
交通情報室とトイレは24時間利用ができる。
指定管理者「やかげ宿」のスタッフ２人が常駐しています。

information
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令
和
2
年
12
月
23
日
、「
矢
掛
町
矢
掛
宿
」
が
重
要
伝
統
的
建

造
物
群
保
存
地
区
（
以
下
、
重
伝
建)

に
選
定
。
矢
掛
町
に
と
っ

て
歴
史
的
な
日
と
な
り
ま
し
た
。

　
矢
掛
町
矢
掛
宿
は
、
江
戸
時
代
初
期
に
設
置
さ
れ
た
山
陽
道
の

宿
場
町
で
す
。
直
線
的
な
街
道
に
沿
っ
て
、
江
戸
時
代
後
期
ま
で

に
形
成
さ
れ
た
地
割
の
姿
を
現
在
に
至
る
ま
で
良
く
と
ど
め
て
い

ま
す
。

　
町
並
み
は
、
妻
入
と
平
入
の
町
家
が
混
在
し
て
多
様
な
屋
並
み

を
つ
く
っ
て
い
る
こ
と
や
、
旧
矢
掛
本
陣
石
井
家
住
宅
、
旧
矢
掛

脇
本
陣
髙
草
家
住
宅
を
は
じ
め
と
す
る
漆
喰
塗
込
の
重
厚
な
町
家

が
良
く
残
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
が
特
徴
で
す
。

　
重
伝
建
選
定
を
受
け
て
、
矢
掛
町
の
未
来
を
創
る
小
学
生
に
話

を
聞
き
ま
し
た
。

歴
史
と
伝
統
の
ま
ち
　矢
掛

重
伝
建
の
ま
ち
　矢
掛
宿

2

佐 伯 源 太くん（11歳）
　　　葉 奈ちゃん（9歳）
　　香 織ちゃん（7歳）

商店街の町並みをどう思いますか ?
　変わらない町並みが自慢です。
　矢掛屋をはじめとする宿泊施設が増えてい
て、観光客にも優しいまちだと思います。

今後、どんな商店街になってほしいですか ?

　古い歴史ある建物と新しいお店が共存する
暮らしやすい商店街になってほしいです。

ぼくたち自慢の
商 店 街

妻 入平 入
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開
け
た
大
空
、
往
時
の
面
影
取
り
戻
す
―
。
旧
矢
掛
本
陣
か
ら
脇
本

陣
ま
で
の
約
５
１
０
ｍ
の
区
間
で
無
電
柱
化
工
事
が
完
成
し
ま
し
た
。

事
業
は
平
成
30
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
。
電
線
を
管
理
す
る
6
事
業
者
が

電
線
の
付
け
替
え
や
、
地
中
化
を
行
い
ま
し
た
。
工
事
区
間
の
電
柱
は

中
国
電
力
が
14
本
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
が
13
本
の
計
27
本
。
こ
れ
ら
の
電

柱
は
令
和
3
年
2
月
に
す
べ
て
抜
柱
さ
れ
、
江
戸
時
代
の
宿
場
町
、
か

つ
て
の
風
情
を
色
濃
く
残
す
町
並
み
が
見
事
に
再
現
さ
れ
ま
し
た
。

　
国
土
交
通
省
道
路
環
境
研
究
室
の
大
城
温
室
長
は
「
宿
場
町
の
特
徴

の
一
つ
で
あ
る
間
口
の
狭
さ
な
ど
、
工
事
が
困
難
な
立
地
条
件
で
あ
っ

た
が
、円
滑
に
事
業
が
完
了
し
た
」と
話
し
ま
し
た
。
無
電
柱
化
工
事
は
、

地
元
調
整
が
難
し
く
、
工
事
が
難
航
す
る
こ
と
が
多
々
あ
る
と
言
わ
れ

て
い
る
こ
と
を
ふ
ま
え
、
町
で
は
、
地
元
説
明
会
を
計
3
回
開
催
。
住

民
の
皆
さ
ん
が
大
変
協
力
的
だ
っ
た
と
、
作
業
を
行
っ
た
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日

本
の
方
が
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
無
電
柱
化
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
良
好
な
景
観
の
形
成
だ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
道
路
の
防
災
性
向
上
や
通
行
空
間
の
確
保
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

効
果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
安
全
そ
し
て
快
適
、
矢
掛
町
は
観
光
地
と
し
て
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を

一
層
高
め
る
こ
と
に
成
功
し
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
ま
ち
づ
く
り
の
3
本
柱
が
完
成
し
、
4
本
目
の
柱
と
考
え
て
い

る
の
が「
ア
ル
ベ
ル
ゴ
・
デ
ィ
フ
ー
ゾ（
分
散
型
ホ
テ
ル
）」で
す
。
こ

れ
は
、複
数
の
伝
統
的
な
家
屋
を
客
室
に
利
用
し
、
空
き
家
問
題

の
解
消
と
と
も
に
地
域
振
興
を
図
る
も
の
。
町
は
平
成
30
年
6
月
、

「
ア
ル
ベ
ル
ゴ
・
デ
ィ
フ
ー
ゾ
・
タ
ウ
ン
」
と
し
て
世
界
初
と
な

る
認
定
を
受
け
て
い
ま
す
。

　
山
野
町
長
は
、
宿
場
町
な
が
ら
宿
泊
施
設
が
不
足
し
て
い
る
こ

と
を
課
題
と
し
て
お
り
、「
宿
泊
と
セ
ッ
ト
に
し
た
観
光
に
取
り

組
み
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

矢
掛
商
店
街 

無
電
柱
化
事
業
が
完
了

　歩
き
た
く
な
る
ま
ち
へ

3

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て

ア
ル
ベ
ル
ゴ
・
デ
ィ
フ
ー
ゾ
タ
ウ
ン
の
充
実

4

本
陣
前
の
電
柱
撤
去
の
様
子

5 令和３年４月号



★
総
務
費

●

結
婚
祝
金　
　
　
　
　
　
３
０
０
万
円

●

空
き
家
改
修
補
助　
　
　
９
０
０
万
円

●

地
域
お
こ
し
協
力
隊
３
，３
５
５
万
円

●

中
川
地
区
避
難
所
・
備
蓄
倉
庫
整
備

３
，７
１
６
万
円

●

防
災
士
資
格
取
得
補
助　　
７
９
万
円

★
民
生
費

●

障
害
者
福
祉　

 

３
億
６
，９
２
５
万
円

●

誕
生
祝
金 

１
，４
５
０
万
円

●

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
等３

，４
５
６
万
円

●

子
ど
も
医
療
費
【
原
則
18
歳
ま
で
】

５
，８
１
４
万
円

●

児
童
手
当　
　
１
億
８
，０
９
０
万
円

●

障
害
児
通
所
支
援 

１
億
９
３
９
万
円

●

子
育
て
支
援
Ｃ
、
川
面
児
童
ク
ラ
ブ
移
転

３
４
５
万
円

★
衛
生
費

●

予
防
接
種
助
成

  （
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
、お
た
ふ
く
か
ぜ
他
）

２
６
０
万
円

●

■新 

高
齢
者
保
健
・
介
護
予
防
一
体
的
実
施
事
業

７
９
０
万
円

●

妊
産
婦
医
療
費
助
成　

  

１
５
１
万
円

★
農
林
水
産
業
費

●

新
規
就
農
者
支
援
事
業  

６
７
４
万
円

●

た
め
池
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
作
成

４
１
０
万
円

●

た
め
池
廃
止
事
業　
７
，５
５
０
万
円

●

中
山
間
地
域
総
合
整
備
事
業

３
，９
１
１
万
円

●

有
害
鳥
獣
駆
除　
　
１
，９
０
１
万
円

★
商
工
費

●

災
害
復
旧
融
資
利
子
補
給２

３
５
万
円

　
本
年
度
の
一
般
会
計
予
算
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
税
収
減
が
見
込

ま
れ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
前
年
度
比
で
4.3
％

の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
中
で
も
重

要
課
題
へ
重
点
的
に
予
算
を
配
分
し
た
編
成

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
ず
防
災
対
策
と
し
て
は
、
先
の
災
害
を

教
訓
と
し
て
、
中
川
地
区
の
小
田
川
よ
り
南

の
地
域
へ
新
た
に
避
難
所
お
よ
び
備
蓄
倉
庫

を
整
備
す
る
ほ
か
、
引
き
続
き
防
災
士
資
格

取
得
へ
の
補
助
や
た
め
池
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

の
作
成
、
危
険
た
め
池
の
廃
止
工
事
な
ど
を

計
上
し
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
賑
わ
い
づ
く
り
と
し
て
は
、
新
た

な
観
光
の
拠
点
と
な
る
道
の
駅
「
山
陽
道
や

か
げ
宿
」
と
「
矢
掛
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
問

屋
」
の
運
営
に
関
す
る
予
算
や
、
こ
れ
ら
を

活
用
し
た
誘
客
促
進
に
取
り
組
む
や
か
げ
Ｄ

Ｍ
Ｏ
へ
の
補
助
の
ほ
か
、
新
た
な
重
伝
建
地

区
と
し
て
、
伝
統
的
建
造
物
を
後
世
へ
残
し

て
い
く
た
め
の
保
存
事
業
補
助
な
ど
を
計
上

し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
は
、

小
田
川
の
道
の
駅
対
岸
部
で
、
河
川
と
ま
ち

が
融
合
し
た
「
か
わ
ま
ち
づ
く
り
」
を
県
と

共
同
で
進
め
る
事
業
や
、
戦
略
的
な
観
光
を

推
進
し
て
い
く
た
め
の
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
策
定

な
ど
の
「
街
づ
く
り
地
域
創
生
事
業
」
を
計

上
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
他
、
主
な
内
容
は
下
記
の
と
お
り
で

す
。

自主財源（27.7％）

分担金および負担金
　  　1億147万円
　　　　　（1.3％）

諸収入 8,463万円
（1.1％）

町税
14億9,700万円
（19.0％）

町債
9億3,740万円
（11.9％）

県支出金
4億4,870万円（5.7％）

繰入金
2億3,983万円（3.1％）

地方交付税
31億0,000万円
（39.4％） 歳入

78.6億
円

依存財源（72.3％）

使用料および手数料など
2億5,785万円（3.3％）

国庫支出金
7億2,622万円
（9.2％）

地方消費税交付金など
4億6,690万円（5.9％）

一般会計歳入

令
和
３
年
度
の
主
な
内
容

（ 

一 

般 

会 

計 

）

令和３年度当初予算

令
和
３
年
度

矢
掛
町
の予

算
予
算

6令和３年４月号

総額167億 5,610万円



一般会計歳出

土木費
12億548万円
（15.3％）

公債費
8億9,981万円
（11.4％）

衛生費
8億3,087万円
（10.6％）

総務費
8億6,395万円
（11.0％）

消防費
4億1,077万円
　（5.2％）
教育費
6億4,520万円
（8.2％）

議会費 8,446万円
（1.1％）

その他 1億699万円
（1.4％）

農林水産業費
3億4,762万円
（4.4％）　　

民生費
22億6,844万円
（28.9％）

歳出

78.6億
円

商工費
1億9,642万円
（2.5％）

令和３年度  各会計当初予算一覧表

●

空
き
家
活
用
新
規
創
業
支
援
事
業
補
助

１
，０
６
０
万
円

●

Ｄ
Ｍ
Ｏ
補
助
（
運
営
分
・
事
業
分
）

２
，４
４
１
万
円

●

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
問
屋
指
定
管
理

８
６
４
万
円

●

■新 

街
づ
く
り
地
域
創
生
事
業
補
助

４
，６
０
０
万
円

★
土
木
費

●

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
１
，８
０
０
万
円

●

定
住
促
進
（
住
宅
新
築
）
助
成

２
，５
０
０
万
円

●

空
き
家
住
宅
除
却
事
業
補
助１

０
０
万
円

●

道
の
駅
指
定
管
理　

 

１
，３
６
０
万
円

●

道
路
改
良　
　

 

２
億 

１
，８
３
０
万
円

●

■新 

か
わ
ま
ち
づ
く
り
事
業４

６
７
万
円

●

運
動
公
園
整
備（
遊
の
お
か
法
面
改
良
） 

３
，２
０
０
万
円

●

都
市
再
生
整
備
計
画 

８
，８
０
３
万
円

★
消
防
費

●

矢
掛
・
中
川
分
団
器
庫
整
備

７
，１
５
３
万
円

●

ポ
ン
プ
積
載
車
更
新
等１

，３
０
５
万
円

★
教
育
費

●

入
学
祝
金 

７
６
３
万
円

●

矢
掛
高
校
魅
力
化
事
業 

９
４
９
万
円

●

■新 

Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
配
置
事
業６９

０
万
円

●

■新 

出
退
勤
管
理
シ
ス
テ
ム２

３
７
万
円

●

重
伝
建
選
定
記
念
講
演
委
託１

０
０
万
円

●

■新 

伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
保
存
事
業
補
助

２
，４
０
０
万
円

※表示単位未満の端数処理により、合計と一致しない場合
があります。

区　　分 当初予算額 対前年増減率

一 般 会 計 78億 6,000 万円 △ 4.3％

特　
別　
会　
計

国 民 健 康 保 険 16億 8,200 万円 △ 3.9％

介 護 保 険 19億 7,800 万円 △ 0.5％

後期高齢者医療 2億 4,000 万円 △ 1.2％

地 域 開 発 290万円 0.0％

各 財 産 区 880万円 0.0％

特別会計合計 39億 1,170 万円 △ 2.0％

公
営
企
業
会
計

病 院 事 業 18億 6,460 万円 △ 4.3％

介護老人保健施設 3億 5,280 万円 0.9％

水 道 事 業 9億 5,500 万円 4.0％

下 水 道 事 業 18億 1,200 万円 1.9％

公営企業会計合計 49億 8,440 万円 △ 0.2％

合　　　　計 167億 5,610万円 △ 2.6％

令
和
３
年
度
補
正
予
算（
第
１
号
）

総
額
約
２
億
５
，４
０
０
万
円

　
新
型
コ
ロ
ナ
関
連
予
算
に
つ
い
て
、補
正
予
算
と

し
て
編
成
し
、当
初
予
算
と
併
せ
て
実
施
し
ま
す
。

 

主
な
内
容

◎
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種　
８
，８
９
０
万
円

◎
事
業
者
支
援
…
１
億
１
，６
５
０
万
円

　
【
主
な
事
業
】

　
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
発
行
支
援 

２
，９
０
０

　
万
円
、事
業
継
続
特
別
支
援 

２
，３
０
０
万
円
、

　
町
内
宿
泊
割
引
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
事
業 

２
，４
０

　
０
万
円
、キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
ポ
イ
ン
ト
還
元
事
業 

　
１
，８
０
０
万
円
、ま
ち
な
か
周
遊
応
援
事
業 

８

　
５
０
万
円
、プ
レ
ミ
ア
ム
付
飲
食
券
発
行 

３
５

　
２
万
円

◎
子
育
て
支
援
、高
齢
者
支
援　
２
，６
２
２
万
円

　
【
主
な
事
業
】

　
子
育
て
応
援
商
品
券
事
業 

１
，０
１
０
万
円
、バ

ス
利
用
行
事
保
護
者
負
担
軽
減
助
成
事
業 

２
６

　
０
万
円
、フ
レ
イ
ル
予
防
高
齢
者
外
出
支
援
事
業 

５
０
０
万
円
、
い
き
い
き
サ
ロ
ン
感
染
症
対
策

等
支
援 
４
４
５
万
円

7 令和３年４月号



令 和 ３ 年 度 当 初 予 算

水

　道

　事

　業

　会

　計

水

　道

　事

　業

　会

　計

下

　水

　道

　事

　業

　会

　計

下

　水

　道

　事

　業

　会

　計

　
令
和
３
年
度
の
予
算
で
は
、
将
来
的
な
維
持
管
理
費
削
減
の
た
め
、
農
業
集
落
排
水
処
理
施

設
を
矢
掛
浄
化
セ
ン
タ
ー
へ
統
合
す
る
た
め
の
管
路
整
備
や
矢
掛
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
増
設
工
事

な
ど
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

　
下
水
道
は
河
川
や
湖
沼
、
海
洋
な
ど
の
水
質
浄
化
と
い
っ
た
公
益
的
機
能
を
有
す
る
こ
と
か

ら
、
維
持
管
理
費
や
設
備
投
資
に
対
し
て
国
か
ら
の
交
付
税
な
ど
の
財
源
が
一
定
額
措
置
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
他
会
計
負
担
金
や
出
資
金
と
し
て
下
水
道
会
計
に
収
入
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
消
費
税
な
ど
の
影
響
も
考
慮
し
て
、
収
支
均
衡
に
な
る
ま
で
収
益
収
支
に
充
当
し
て
い
ま

す
。
令
和
３
年
度
予
算
で
も
収
益
的
収
支
を
収
支
均
衡
で
編
成
し
て
い
ま
す
が
、
本
来
収
益
的

収
支
に
措
置
す
べ
き
負
担
金
と
下
水
道
料
金
で
は
、
全
て
の
支
出
を
ま
か
な
う
こ
と
が
で
き
て

い
な
い
状
況
で
す
。
そ
の
た
め
、
長
期
前
受
金
戻
入
な
ど
の
非
現
金
収
入
に
よ
っ
て
支
出
を
ま

か
な
っ
て
い
る
と
い
う
厳
し
い
経
営
状
況
で
す
。

　
今
後
の
人
口
減
少
に
よ
る
料
金
収
入
の
減
少
が
見
込
ま
れ
る
中
、
更
に
厳
し
い
経
営
環
境
と

な
る
こ
と
か
ら
、
安
定
し
て
下
水
道
を
維
持
継
続
し
て
い
く
た
め
に
は
、
経
費
の
徹
底
し
た
見

直
し
や
適
正
な
料
金
体
系
へ
の
取
り
組
み
な
ど
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
令
和
３
年
度
の
予
算
で
は
、
東
川
面
浄
水
場
の
更
新
工
事
や
古
く
な
っ
た
水
道
管
の
更
新
工

事
を
行
う
予
定
で
す
。

　
令
和
３
年
度
の
収
益
的
収
支
で
は
、
利
益
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
は
、
令
和

３
年
度
の
み
の
特
別
利
益
の
計
上
に
よ
る
も
の
で
す
。
水
道
事
業
会
計
の
経
営
は
、
本
来
、
水

道
料
金
で
支
出
を
全
て
ま
か
な
う
べ
き
と
こ
ろ
で
す
が
、
収
入
が
不
足
し
て
お
り
、
長
期
前
受

金
戻
入
な
ど
の
非
現
金
収
入
に
頼
っ
て
い
る
と
い
う
、
厳
し
い
経
営
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
の
人
口
減
少
に
伴
う
給
水
収
益
の
減
少
や
、
老
朽
化
し
た
施
設
の
維
持
・
更
新
に
要
す

る
費
用
の
増
加
な
ど
、
さ
ら
に
厳
し
い
経
営
状
況
が
続
く
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、
適
正
な

料
金
体
系
へ
の
早
期
の
取
り
組
み
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

水道水を作り、送り届けるための収入と支出

資本的収入および支出（税込み）　　　単位：千円

収入
358,000

水道料金
240,000

手数料等
16,479

長期前受金
戻入
63,876

特別利益
37,645

支出
333,000

施設の減価償却費等
161,622

その他の費用
16,000

水を作る
費用等
43,427

施設の維持管理や
水を配る費用等
71,285

メーター検針や
料金収納の費用等

32,420

国等から借りた
借入金利息
8,246

収入
488,000

国等からの借入金
359,500

他会計からの出資金
7,971

補助金
85,520

支出
622,000

送・配水施設の建設
や改良に係る費用
152,837

送・配水施設の建設
や改良に係る費用
152,837

国等から借りた
借入金返済
70,000

工事負担金等
35,009

不足額
134,000

浄水施設の建設や
改良に係る費用
399,163

収益的収入および支出（税込み）　　　単位：千円

資本的収入および支出（税込み）　　　単位：千円

収入
741,000

下水道料金
203,600

手数料等
4,840

支出
741,000

減価償却費・資産減耗費等
484,472

汚水をきれい
にする管理費用
50,683

事業全般に
係る費用
40,442

収入
786,000

他会計からの出資金
256,000

国等からの借入金
212,500

支出
1,071,000

施設の建設や改良に係る費用
503,703

国等から借りた借入金返済
567,297

工事負担金等
115,000

他会計負担金
328,446

長期前受金戻入
204,114

施設の維持
管理費
88,914

国から借りた
借入金利息
76,489

国庫補助金
202,500

不足額
285,000

差引
利益
25,000

水を作る
費用等
43,427

企　　業　　会　　計

病

　院

　事

　業

　会

　計

病

　院

　事

　業

　会

　計

介
護
老
人
保
健
施
設
事
業
会
計

介
護
老
人
保
健
施
設
事
業
会
計

　
令
和
３
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

を
最
重
点
課
題
と
し
て
、
日
ご
ろ
の
感
染
予
防
や
ワ
ク
チ

ン
接
種
な
ど
の
対
策
を
行
い
な
が
ら
、
可
能
な
限
り
さ
ま

ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
努
め
ま
す
。

　
ま
た
、
矢
掛
病
院
と
の
連
携
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
強
化

し
、
看
護
・
介
護
・
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
切
れ
目
な

く
提
供
す
る
こ
と
で
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
一
員

と
し
て
の「
た
か
つ
ま
荘
」の
魅
力
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

　
収
入
面
で
は
、
町
民
向
け
の
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
事

業
に
よ
る
収
入
を
見
込
ん
だ
半
面
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
受
診

控
え
な
ど
に
よ
る
通
常
の
医
療
収
入
の
減
を
見
込
ん
で
い

ま
す
。

　
支
出
面
で
は
、
前
述
の
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業
に

対
応
し
つ
つ
通
常
診
療
体
制
を
維
持
す
る
た
め
の
人
件
費

の
増
な
ど
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　
収
支
全
体
と
し
て
は
、
特
別
損
失
（
将
来
的
な
退
職
金

支
払
い
の
た
め
の
積
立
金
）
を
除
い
て
、
収
支
均
衡
と
な

る
予
算
編
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

収益的収入および支出（税込み）　　　単位：千円

資本的収入および支出（税込み）　　　単位：千円

収益的収入および支出（税込み）　　　単位：千円

医療による収入
1,537,000

人件費
1,160,000

資本的収入および支出（税込み）　　　単位：千円

収入
1,757,000

支出
1,770,000

収入
152,000

支出
152,000

収入
330,000

支出
300,000

収入
27,500

支出
52,800

他会計負担金・補助金
126,000

その他
70,000

負担金
4,600

介護による収益
280,830

特別利益
30,000

人件費
199,800

国等から借りた
借入金利息
6,980

材料費
4,520

他会計からの出資金
27,500

不足額
25,300

固定資産購入費や
施設改良費
11,500

固定資産購入費や
施設改良費
11,500

国等から借りた借入金返済
41,300

負担金
69,000

補助金
6,000

不足額
57,000

医療機器購入費や
施設改良費など
40,000

借入金返済
112,000

長期前受金戻入
24,000

経費
238,000
経費

238,000

減価償却費
120,000

その他
34,000

借入金利息
23,000

材料費
182,000
材料費
182,000

借入金
20,000

その他
11,320

長期前受金戻入
3,250

経費
70,140

施設の減価償却費等
17,660

差引利益
30,000

その他の費用
900

収益的収入および支出（税込み）　　　単位：千円

現在の水道施設を維持・強化するための収入と支出

汚れていた水をきれいにするための収入と支出

現在の下水道施設を維持・強化するための収入と支出

特別損失
13,000
予備費
2,000

介護サービスを提供するための収入と支出

施設の維持と介護機器等を更新・導入するための収入と支出

医療サービス等を提供するための収入と支出

施設の維持と医療機器等を更新・導入するための収入と支出

8令和３年４月号



令 和 ３ 年 度 当 初 予 算

水

　道

　事

　業

　会

　計

水

　道

　事

　業

　会

　計

下

　水

　道

　事

　業

　会

　計

下

　水

　道

　事

　業

　会

　計

　
令
和
３
年
度
の
予
算
で
は
、
将
来
的
な
維
持
管
理
費
削
減
の
た
め
、
農
業
集
落
排
水
処
理
施

設
を
矢
掛
浄
化
セ
ン
タ
ー
へ
統
合
す
る
た
め
の
管
路
整
備
や
矢
掛
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
増
設
工
事

な
ど
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

　
下
水
道
は
河
川
や
湖
沼
、
海
洋
な
ど
の
水
質
浄
化
と
い
っ
た
公
益
的
機
能
を
有
す
る
こ
と
か

ら
、
維
持
管
理
費
や
設
備
投
資
に
対
し
て
国
か
ら
の
交
付
税
な
ど
の
財
源
が
一
定
額
措
置
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
他
会
計
負
担
金
や
出
資
金
と
し
て
下
水
道
会
計
に
収
入
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
消
費
税
な
ど
の
影
響
も
考
慮
し
て
、
収
支
均
衡
に
な
る
ま
で
収
益
収
支
に
充
当
し
て
い
ま

す
。
令
和
３
年
度
予
算
で
も
収
益
的
収
支
を
収
支
均
衡
で
編
成
し
て
い
ま
す
が
、
本
来
収
益
的

収
支
に
措
置
す
べ
き
負
担
金
と
下
水
道
料
金
で
は
、
全
て
の
支
出
を
ま
か
な
う
こ
と
が
で
き
て

い
な
い
状
況
で
す
。
そ
の
た
め
、
長
期
前
受
金
戻
入
な
ど
の
非
現
金
収
入
に
よ
っ
て
支
出
を
ま

か
な
っ
て
い
る
と
い
う
厳
し
い
経
営
状
況
で
す
。

　
今
後
の
人
口
減
少
に
よ
る
料
金
収
入
の
減
少
が
見
込
ま
れ
る
中
、
更
に
厳
し
い
経
営
環
境
と

な
る
こ
と
か
ら
、
安
定
し
て
下
水
道
を
維
持
継
続
し
て
い
く
た
め
に
は
、
経
費
の
徹
底
し
た
見

直
し
や
適
正
な
料
金
体
系
へ
の
取
り
組
み
な
ど
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
令
和
３
年
度
の
予
算
で
は
、
東
川
面
浄
水
場
の
更
新
工
事
や
古
く
な
っ
た
水
道
管
の
更
新
工

事
を
行
う
予
定
で
す
。

　
令
和
３
年
度
の
収
益
的
収
支
で
は
、
利
益
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
は
、
令
和

３
年
度
の
み
の
特
別
利
益
の
計
上
に
よ
る
も
の
で
す
。
水
道
事
業
会
計
の
経
営
は
、
本
来
、
水

道
料
金
で
支
出
を
全
て
ま
か
な
う
べ
き
と
こ
ろ
で
す
が
、
収
入
が
不
足
し
て
お
り
、
長
期
前
受

金
戻
入
な
ど
の
非
現
金
収
入
に
頼
っ
て
い
る
と
い
う
、
厳
し
い
経
営
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
の
人
口
減
少
に
伴
う
給
水
収
益
の
減
少
や
、
老
朽
化
し
た
施
設
の
維
持
・
更
新
に
要
す

る
費
用
の
増
加
な
ど
、
さ
ら
に
厳
し
い
経
営
状
況
が
続
く
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、
適
正
な

料
金
体
系
へ
の
早
期
の
取
り
組
み
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

水道水を作り、送り届けるための収入と支出

資本的収入および支出（税込み）　　　単位：千円

収入
358,000

水道料金
240,000

手数料等
16,479

長期前受金
戻入
63,876

特別利益
37,645

支出
333,000

施設の減価償却費等
161,622

その他の費用
16,000

水を作る
費用等
43,427

施設の維持管理や
水を配る費用等
71,285

メーター検針や
料金収納の費用等

32,420

国等から借りた
借入金利息
8,246

収入
488,000

国等からの借入金
359,500

他会計からの出資金
7,971

補助金
85,520

支出
622,000

送・配水施設の建設
や改良に係る費用
152,837

送・配水施設の建設
や改良に係る費用
152,837

国等から借りた
借入金返済
70,000

工事負担金等
35,009

不足額
134,000

浄水施設の建設や
改良に係る費用
399,163

収益的収入および支出（税込み）　　　単位：千円

資本的収入および支出（税込み）　　　単位：千円

収入
741,000

下水道料金
203,600

手数料等
4,840

支出
741,000

減価償却費・資産減耗費等
484,472

汚水をきれい
にする管理費用
50,683

事業全般に
係る費用
40,442

収入
786,000

他会計からの出資金
256,000

国等からの借入金
212,500

支出
1,071,000

施設の建設や改良に係る費用
503,703

国等から借りた借入金返済
567,297

工事負担金等
115,000

他会計負担金
328,446

長期前受金戻入
204,114

施設の維持
管理費
88,914

国から借りた
借入金利息
76,489

国庫補助金
202,500

不足額
285,000

差引
利益
25,000

水を作る
費用等
43,427

企　　業　　会　　計

病

　院

　事

　業

　会

　計

病

　院

　事

　業

　会

　計

介
護
老
人
保
健
施
設
事
業
会
計

介
護
老
人
保
健
施
設
事
業
会
計

　
令
和
３
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

を
最
重
点
課
題
と
し
て
、
日
ご
ろ
の
感
染
予
防
や
ワ
ク
チ

ン
接
種
な
ど
の
対
策
を
行
い
な
が
ら
、
可
能
な
限
り
さ
ま

ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
努
め
ま
す
。

　
ま
た
、
矢
掛
病
院
と
の
連
携
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
強
化

し
、
看
護
・
介
護
・
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
切
れ
目
な

く
提
供
す
る
こ
と
で
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
一
員

と
し
て
の「
た
か
つ
ま
荘
」の
魅
力
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

　
収
入
面
で
は
、
町
民
向
け
の
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
事

業
に
よ
る
収
入
を
見
込
ん
だ
半
面
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
受
診

控
え
な
ど
に
よ
る
通
常
の
医
療
収
入
の
減
を
見
込
ん
で
い

ま
す
。

　
支
出
面
で
は
、
前
述
の
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業
に

対
応
し
つ
つ
通
常
診
療
体
制
を
維
持
す
る
た
め
の
人
件
費

の
増
な
ど
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　
収
支
全
体
と
し
て
は
、
特
別
損
失
（
将
来
的
な
退
職
金

支
払
い
の
た
め
の
積
立
金
）
を
除
い
て
、
収
支
均
衡
と
な

る
予
算
編
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

収益的収入および支出（税込み）　　　単位：千円

資本的収入および支出（税込み）　　　単位：千円

収益的収入および支出（税込み）　　　単位：千円

医療による収入
1,537,000

人件費
1,160,000

資本的収入および支出（税込み）　　　単位：千円

収入
1,757,000

支出
1,770,000

収入
152,000

支出
152,000

収入
330,000

支出
300,000

収入
27,500

支出
52,800

他会計負担金・補助金
126,000

その他
70,000

負担金
4,600

介護による収益
280,830

特別利益
30,000

人件費
199,800

国等から借りた
借入金利息
6,980

材料費
4,520

他会計からの出資金
27,500

不足額
25,300

固定資産購入費や
施設改良費
11,500

固定資産購入費や
施設改良費
11,500

国等から借りた借入金返済
41,300

負担金
69,000

補助金
6,000

不足額
57,000

医療機器購入費や
施設改良費など
40,000

借入金返済
112,000

長期前受金戻入
24,000

経費
238,000
経費

238,000

減価償却費
120,000

その他
34,000

借入金利息
23,000

材料費
182,000
材料費
182,000

借入金
20,000

その他
11,320

長期前受金戻入
3,250

経費
70,140

施設の減価償却費等
17,660

差引利益
30,000

その他の費用
900

収益的収入および支出（税込み）　　　単位：千円

現在の水道施設を維持・強化するための収入と支出

汚れていた水をきれいにするための収入と支出

現在の下水道施設を維持・強化するための収入と支出

特別損失
13,000
予備費
2,000

介護サービスを提供するための収入と支出

施設の維持と介護機器等を更新・導入するための収入と支出

医療サービス等を提供するための収入と支出

施設の維持と医療機器等を更新・導入するための収入と支出

9 令和３年４月号



町　民　課 ４係　☎（82）1011

役場の機構が一部変更に「健康子育て課」・「福祉介護課」新設 

保健福祉課 6係

町　民　課 5係
旧機構

子育て支援室
（こども園・保育園・子育て支援センター含む）

介 護 保 険 係

国保消費生活係

住民環境係・窓口係
住民税係・資産税係

保 健 業 務 係

地域包括支援センター

福 祉 推 進 係

健康子育て課 ４係　☎（82）1013

福祉介護課 3係　☎（82）1026

子育て支援係
…児童福祉に関することなど （こども園・保育園・子育て支援センター含む）

健康づくり係…健康づくりに関することなど （健康管理センター含む）

国保消費生活係の消費者行政に関する事務は住民環境係へ移管

保健業務係…母子保健、精神保健に関することなど

新 機 構

国民健康保険係（町民課から移管）
　…国民健康保険、後期高齢者医療、国民年金に関することなど

福祉推進係…社会福祉、高齢者福祉、人権福祉に関することなど
　　　　　　 　　（老人福祉センター・ふれあい会館・農村環境改善センター含む）

介護保険係…被保険者の資格管理、保険給付に関することなど

地域包括支援センター
…総合相談、権利擁護、介護予防事業に関することなど

　「保健福祉課」が２つの課に分かれ、「健康子育て課」と「福祉介護課」を新設しました。
　規模が大きく、所管する業務が多岐にわたっていた「保健福祉課」を分割し、さらに、関連のある国民健康
保険業務を健康子育て課に移管することで業務を系統立てた体制づくりを行いました。
　また、文化財の保護・保存に関する業務に加え、重要伝統的建造物群保存地区に関する業務を行うため、教
育課内に文化財係を新設しました。

健康づくり係
（健康管理センター含む）

（老人福祉センター・ふれあい会館・
農村環境改善センター含む）

　特
別
職

◇
名
部
　誠
／
病
院
事
業
管
理
者

兼
介
護
老
人
保
健
施
設
長（
病

院
事
業
管
理
者
）

　総
合
政
策
監

◇
安
部
正
和
／
総
合
政
策
監（
国

土
交
通
省
中
国
地
方
整
備
局
）

　医

　師

◇
鈴
木
宏
光
／
矢
掛
病
院
副
院
長

（
矢
掛
病
院
外
科
診
療
部
長
）

◇
徐
　
　揚
／
矢
掛
病
院
参
与

（
矢
掛
病
院
内
科
診
療
部
長
）

　課
長
級

◇
妹
尾
茂
樹
／
町
民
課
長（
岡
山

県
農
業
共
済
組
合
）

◇
奥
村
栄
治
／
会
計
管
理
者
会
計

課
長
（
会
計
管
理
者
会
計
課
長

会
計
係
長
事
務
取
扱
）

◇
小
川
公
一
／
健
康
子
育
て
課
長

兼
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
所
長（
保

健
福
祉
課
長
）

◇
稲
田
由
紀
子
／
福
祉
介
護
課
長

（
町
民
課
長
）

　
矢
掛
町
で
は
、
４
月
１
日
付
け
で
人
事
異
動
を
行
い
ま
し
た
。

※（
　
　
　
）内
は
前
任

役
場
の
人
事
異
動

　課
長
代
理
級

◇
佐
藤
澄
江
／
健
康
子
育
て
課
長

代
理
子
育
て
支
援
係
長
事
務
取

扱
（
教
育
課
長
代
理
兼
や
か
げ

文
化
セ
ン
タ
ー
次
長
）

◇
西
山
弘
之
／
矢
掛
寮
長
（
矢
掛

寮
長
（
主
幹
級
））

◇
藤
永
人
文
／
産
業
観
光
課
長
代

理
商
業
観
光
係
長
事
務
取
扱（
産

業
観
光
課
主
幹
商
業
観
光
係
長

事
務
取
扱
）

◇
池
田
敏
之
／
建
設
課
長
代
理
兼

土
地
改
良
協
会
事
務
局
長
（
建

設
課
長
代
理
管
理
住
宅
係
長
事

務
取
扱
）

◇
丹
下
千
里
／
教
育
課
長
代
理
生

涯
学
習
係
長
事
務
取
扱
兼
や
か

げ
文
化
セ
ン
タ
ー
次
長（
保
健
福

祉
課
主
幹
兼
子
育
て
支
援
室
長
）

◇
坪
田
芳
隆
／
矢
掛
病
院
事
務
次

長
業
務
係
長
事
務
取
扱
（
矢
掛

病
院
事
務
次
長
（
主
幹
級
）
業

務
係
長
事
務
取
扱
）

10令和３年４月号



町 　 民 　 課 ４係　☎（82）1011

役場の機構が一部変更に「健康子育て課」・「福祉介護課」新設 

保健福祉課 6 係

町　民　課 5 係
旧 機 構

子 育 て 支 援 室
（こども園・保育園・子育て支援センター含む）

介 護 保 険 係

国保消費生活係

住民環境係・窓口係
住民税係・資産税係

保 健 業 務 係

地域包括支援センター

福 祉 推 進 係

健康子育て課 ４係　☎（82）1013

福祉介護課 3 係　☎（82）1026

子育て支援係
…児童福祉に関することなど （こども園・保育園・子育て支援センター含む）

健康づくり係…健康づくりに関することなど （健康管理センター含む）

国保消費生活係の消費者行政に関する事務は住民環境係へ移管

保 健 業 務 係…母子保健、精神保健に関することなど

新 機 構

国民健康保険係（町民課から移管）
　…国民健康保険、後期高齢者医療、国民年金に関することなど

福 祉 推 進 係…社会福祉、高齢者福祉、人権福祉に関することなど
　　　　　　 　　（老人福祉センター・ふれあい会館・農村環境改善センター含む）

介 護 保 険 係…被保険者の資格管理、保険給付に関することなど

地域包括支援センター
…総合相談、権利擁護、介護予防事業に関することなど

　「保健福祉課」が２つの課に分かれ、「健康子育て課」と「福祉介護課」を新設しました。
　規模が大きく、所管する業務が多岐にわたっていた「保健福祉課」を分割し、さらに、関連のある国民健康
保険業務を健康子育て課に移管することで業務を系統立てた体制づくりを行いました。
　また、文化財の保護・保存に関する業務に加え、重要伝統的建造物群保存地区に関する業務を行うため、教
育課内に文化財係を新設しました。

健 康 づ く り 係
（健康管理センター含む）

（老人福祉センター・ふれあい会館・
農村環境改善センター含む）

（
産
業
観
光
課
主
事
）

◇
佐
伯
淳
成
／
建
設
課
主
査
（
建

設
課
主
事
）

◇
長
代
貴
明
／
上
下
水
道
課
主
査

（
産
業
観
光
課
主
事
）

◇
岸
本
倫
子
／
矢
掛
病
院
主
任
薬

剤
師
（
矢
掛
病
院
薬
剤
師
）

◇
原
田
稚
子
／
介
護
老
人
保
健
施

設
主
任
支
援
相
談
員
（
介
護
老

人
保
健
施
設
支
援
相
談
員
）

◇
日
名
　恵
／
介
護
老
人
保
健
施

設
主
任
看
護
師
（
介
護
老
人
保

健
施
設
看
護
師
）

　主
事
級

◇
赤
澤
　尚
／
総
務
防
災
課
主
事

（
岡
山
県
政
策
推
進
課
）

◇
藤
井
将
大
／
岡
山
県
政
策
推
進

課
（
総
務
防
災
課
主
事
）

◇
長
代
沙
織
／
健
康
子
育
て
課
子

育
て
福
祉
相
談
員
（
保
健
福
祉
課

社
会
福
祉
士
）

◇
坂
川
岳
史
／
健
康
子
育
て
課
主

事
（
町
民
課
主
事
）

◇
伊
垣
知
美
／
福
祉
介
護
課
主
事

（
保
健
福
祉
課
子
育
て
福
祉
相
談
員
）

◇
池
田
果
穂
／
福
祉
介
護
課
社
会

福
祉
士
（
会
計
課
主
事
）

◇
妹
尾
　健
／
上
下
水
道
課
主
事

（
町
民
課
主
事
）

　退
職
者
（
令
和
二
年
度
末
）

◇
山
縣
幸
洋
／
副
町
長

◇
河
内
和
久
／
介
護
老
人
保
健
施

設
長

◇
昼
田
好
彦
／
上
下
水
道
課
主
幹

兼
水
道
技
術
管
理
者

◇
妹
山
義
彦
／
上
下
水
道
課
主
査

◇
山
本
裕
子
／
保
健
福
祉
課
保
健

師
◇
末
澤
人
美
／
保
健
福
祉
課
保
健

師
◇
中
川
貴
博
／
建
設
課
技
師
※
人

事
交
流
に
よ
り
国
へ
派
遣

◇
古
谷
清
枝
／
矢
掛
病
院
看
護
師

◇
今
井
亜
弥
／
矢
掛
病
院
看
護
師

◇
藤
永
里
美
／
健
康
子
育
て
課
健

康
づ
く
り
係
長
（
保
健
福
祉
課

健
康
づ
く
り
係
長
兼
健
康
管
理

セ
ン
タ
ー
所
長
）

◇
中
井
慎
二
／
健
康
子
育
て
課
国

民
健
康
保
険
係
長
（
町
民
課
国

保
消
費
生
活
係
長
）

◇
大
島
基
宏
／
建
設
課
工
務
係
長

（
上
下
水
道
課
下
水
道
工
務
係
長
）

◇
藤
枝
裕
助
／
建
設
課
管
理
住
宅

係
長
（
上
下
水
道
課
下
水
道
業

務
係
長
）

◇
島
村
武
志
／
上
下
水
道
課
上
水

道
工
務
係
長
兼
水
道
技
術
管
理

者
（
上
下
水
道
課
上
水
道
工
務

係
長
）

◇
大
森
彰
子
／
矢
掛
病
院
地
域
医

療
連
携
室
係
長
（
矢
掛
病
院
主

任
社
会
福
祉
士
）

　主
査
・
主
任
級

◇
吉
岡
香
里
／
総
務
防
災
課
主
査

（
保
健
福
祉
課
主
事
）

◇
笠
行
　淳
／
総
務
防
災
課
主
査

（
総
務
防
災
課
主
事
）

◇
笠
行
美
沙
子
／
岡
山
県
西
部
衛

生
施
設
組
合
（
建
設
課
主
査
）

◇
吉
岡
真
太
郎
／
健
康
子
育
て
課

主
査
（
岡
山
県
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合
）

◇
坂
本

　光
／
産
業
観
光
課
主
査

（
保
健
福
祉
課
主
事
）

◇
田
中
基
紀
／
産
業
観
光
課
主
査

◇
三
宅
伸
幸
／
矢
掛
病
院
事
務
次

長
庶
務
係
長
事
務
取
扱
（
矢
掛

病
院
主
幹
庶
務
係
長
事
務
取
扱
）

◇
山
本
誠
一
／
矢
掛
病
院
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
長
理
学
療
法
係

長
事
務
取
扱（
矢
掛
病
院
主
幹
理

学
療
法
係
長
事
務
取
扱
）

◇
丹
下
裕
之
／
介
護
老
人
保
健
施

設
事
務
長
（
介
護
老
人
保
健
施

設
事
務
長
（
主
幹
級
））

　主
幹
級

◇
坂
上
悦
子
／
町
民
課
主
幹
住
民

税
係
長
事
務
取
扱
（
町
民
課
住

民
税
係
長
）

◇
小
出
優
子
／
上
下
水
道
課
主
幹

下
水
道
業
務
係
長
事
務
取
扱（
上

下
水
道
課
主
幹
）

◇
横
田
　顕
／
上
下
水
道
課
主
幹

下
水
道
工
務
係
長
事
務
取
扱（
建

設
課
主
幹
工
務
係
長
事
務
取
扱
）

◇
西
野
　望
／
教
育
課
主
幹
文
化

財
係
長
事
務
取
扱
（
教
育
課
生

涯
学
習
係
長
）

　係
長
級

◇
石
井
亮
太
郎
／
企
画
財
政
課
財

政
係
長
（
企
画
財
政
課
財
政
管

財
係
長
）

◇
横
田

　茜
／
企
画
財
政
課
管
財

係
長
（
企
画
財
政
課
主
査
）

◇
木
口
美
和
子
／
会
計
課
会
計
係

長
（
町
民
課
主
査
）

新　採　用　職　員

総合政策監
安
あ

部
べ

正
まさ

和
かず

※�人事交流により国から派遣

矢掛病院内科診療部長
塩
しお

尻
じり

正
まさ

明
あき

町民課主事
山
やま

口
ぐち

敦
あつ

史
し

矢掛病院看護師
藤
ふじ

井
い

愛
あい

子
こ

健康子育て課保健師
小
お

野
の

豊
とよ

子
こ

町民課主事
西
にし

村
むら

健
けん

太
た

郎
ろう

橋
はし

本
もと

慶
けい

子
こ

令和 3 年度（新規委嘱）
地域おこし協力隊
（令和 3 年４月１日付発令）
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お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

全
国
土
地
改
良
事
業
団
体
連
合
会
　表
彰

　
長
年
に
わ
た
り
土
地
改
良
事
業
の
推
進
に
尽
力
し
、
地
域

農
業
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
た
功
績
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

山野通彦  矢掛町長

Information
まちからの

お知らせ

岡
山
市
人
見
絹
枝
ス
ポ
ー
ツ
顕
彰
　ス
ポ
ー
ツ
栄
誉
賞

三 

宅 

星 

南  

選
手
（
東
川
面
）

　「
第
75
回
国
民
体
育
大
会
冬
季
大
会
ス
ケ
ー
ト
競
技
会
　
フ
ィ
ギ
ュ
ア
競
技
　
少
年
男
子
」

に
お
い
て
優
勝
し
た
功
績
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　
町
で
は
、コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
子
育
て
世
帯
の
生
活
支
援
と
し
て
、町
内
で
利
用
で
き
る
「
矢

掛
町
子
育
て
世
帯
応
援
商
品
券
」
の
発
行
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

●
対
象
と
な
る
子
　
令
和
３
年
６
月
１
日
現
在
で
矢
掛
町
に
住
民
登
録
の
あ
る
平
成
15
年
４
月

２
日
以
降
生
ま
れ
の
子

●
商 

品 

券
　
１
人
あ
た
り
５
，
０
０
０
円（
７
月
末
ま
で
に
対
象
世
帯
へ
簡
易
書
留
で
郵
送

予
定
）

●
使
用
期
限
　
令
和
３
年
10
月
末
予
定

商
品
券
取
扱
店
を
募
集
し
ま
す
！

　
　
　
　
商
品
券
の
発
行
に
あ
た
り
、
取
扱
店
を
次
の
と
お
り
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
●
取
扱
店
要
件
　
　
町
内
に
店
舗
を
有
し
、
消
費
者
に
直
接
、
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
提
供
す
る
事
業
者

　
　
　
　
●
申
込
締
切
　
　
令
和
３
年
５
月
14
日
㈮
ま
で
　

　
　
　
　
●
申
　込
　先
　
　
備
中
西
商
工
会
矢
掛
本
部
（
取
扱
店
申
込
・
換
金
委
託
先
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎（
82
）０
５
５
９

■問
健
康
子
育
て
課
子
育
て
支
援
係
　
☎（
82
）１
０
１
３

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

令
和
３
年
度「
子
育
て
世
帯
応
援
商
品
券
」の
お
知
ら
せ

教
育
長
　感
謝
状 

藤 

永 

光 

洋  

氏
（
宇
内
）

　
町
体
育
協
会
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
部
部
長
と
し
て
の
活
躍
や
、
川
面
地
区
に
お
け
る
生
涯
ス

ポ
ー
ツ
の
普
及
と
健
康
増
進
に
貢
献
さ
れ
た
功
績
に
対
し
て
教
育
長
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。

　
矢
掛
町
矢
掛
宿
が
重
要
伝
統

的
建
造
物
群
保
存
地
区
に
選
定

さ
れ
た
こ
と
を
記
念
し
て
、
水

戸
岡
鋭
治
氏
デ
ザ
イ
ン
の
マ
ン

ホ
ー
ル
蓋
を
保
存
地
区
内
に
設

置
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
訪
れ
る
多
く
の
人
に

マ
ン
ホ
ー
ル
蓋
に
も
興
味
を
持

っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
町
で
は

４
月
25
日
㈰
配
布
開
始
！

新
し
い
マ
ン
ホ
ー
ル
カ
ー
ド
が
で
き
ま
し
た

マンホールカード

新しく設置した
デザインマンホール

新
し
く
マ
ン
ホ
ー
ル
カ
ー
ド
を
作
成
し
ま
し
た
。
マ
ン
ホ
ー
ル
カ
ー
ド
は
、
４
月
25
日
㈰
よ
り

矢
掛
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
問
屋
で
配
布
を
始
め
ま
す
。

　
マ
ン
ホ
ー
ル
カ
ー
ド
は
、
デ
ザ
イ
ン
の
奥
深
さ
や
集
め
る
楽
し
さ
で
人
気
と
な
っ
て
お
り
、

そ
の
場
所
に
行
か
な
け
れ
ば
も
ら
え
な
い
も
の
で
す
。

　
ぜ
ひ
、
矢
掛
町
を
訪
れ
る
際
に
は
、
新
し
い
町
並
み
と
あ
わ
せ
て
、
マ
ン
ホ
ー
ル
蓋
も
見
に

来
て
く
だ
さ
い
。

■問
上
下
水
道
課
下
水
道
業
務
係
　
☎（
82
）０
１
７
３
　
有
線 

０
５
７
０

全
国
町
村
監
査
委
員
協
議
会  
感
謝
状

　
全
国
町
村
監
査
委
員
協
議
会
副
会
長
と
し
て
、
国
町
村
監

査
の
充
実
強
化
に
貢
献
さ
れ
た
功
績
に
対
し
て
、
感
謝
状
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

髙 月 恭 平 氏
（東三成）
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Information
まちからの

お知らせ

■問（一財）矢掛町観光交流推進機構【やかげＤＭＯ】 矢掛 1989（矢掛ビジターセンター問屋内）
　☎（83）0001　FAX（83）0025　メール　yakage-kanko@yakage-dmo.or.jp

矢掛ビジターセンター問屋オープン矢掛ビジターセンター問屋オープン
やかげＤＭＯ通信やかげＤＭＯ通信

 

といや

と い や

子
ど
も
医
療
費
給
付
の
適
正
化
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
！

　町
で
は
、
現
在
、
18
歳
の
年
度
末
ま
で
の
児
童
を
対
象
に
小
児
医
療
費
受
給
資
格
者
証
を
交

付
し
て
い
ま
す
。

　た
だ
し
、
仕
事
に
就
く
な
ど
、
次
の
事
項
に
該
当
す
る
人
は
資
格
喪
失
と
な
り
ま
す
の
で
、

速
や
か
に
受
給
資
格
喪
失
届
の
提
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。
資
格
喪
失
後
も
受
給
資
格
者
証
を
使

用
し
た
場
合
、
資
格
喪
失
の
日
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
医
療
費
の
返
還
を
求
め
る
こ
と
に
な
り
ま

す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
資
格
喪
失
と
な
る
人

　・児
童
自
身
が
社
会
保
険
等
の
被
保
険
者
で
あ
る
人（
保
護
者
の
被
扶
養
者
で
な
く
な
っ
た
人
）

　・婚
姻
し
て
い
る
人
お
よ
び
婚
姻
届
は
提
出
し
て
い
な
い
が
事
実
婚
の
状
況
に
あ
る
人

●
持 

参 

物
　健
康
保
険
被
保
険
者
証
等    
・
小
児
医
療
費
受
給
資
格
者
証    

・
認
印

■問
健
康
子
育
て
課
子
育
て
支
援
係
　☎（
82
）１
０
１
３
　有
線
０
５
３
２

学校管理下でけがをした場合は、
日本スポーツ振興センターの災害
共済給付制度をご利用ください

　町
内
の
認
定
こ
ど
も
園
や
保
育
園
、
小
中
学
校
の
児
童
・
生
徒
お
よ
び
県
立
高
等
学
校
の

生
徒
は
、
日
本
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
の
災
害
共
済
制
度
に
加
入
し
て
い
ま
す
。（
私
立

高
校
の
生
徒
に
つ
い
て
は
、
学
校
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。）

　こ
の
制
度
は
、
学
校
管
理
下
で
の
け
が
と
認
定
さ
れ
た
場
合
、
医
療
費
の
自
己
負
担
分
に

加
え
、
総
医
療
費
の
１
割
が
見
舞
金
と
し
て
加
算
さ
れ
給
付
さ
れ
る
制
度
で
す
。
た
だ
し
、

医
療
機
関
等
に
か
か
る
場
合
に
小
児
医
療
費
受
給
資
格
者
証
は
使
用
せ
ず
、
医
療
費
の
自
己

負
担
分
を
い
っ
た
ん
お
支
払
い
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
後
、
園
や
学
校
を

通
じ
て
日
本
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
へ
請
求
書
を
提
出
し
、
決
定
後
に
給
付
を
受
け
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　学
校
管
理
下
で
け
が
（
部
活
動
を
含
む
）
を
し
た
場
合
は
、
ま
ず
、
園
や
学
校
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

※

保
険
点
数
合
計
が
５
０
０
点
未
満
の
場
合
は
、
同
制
度
の
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

　健
康
子
育
て
課
で
償
還
払
い
の
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

学
校
教
育
の
一
層
の
充
実
の
た
め
に

教
育
総
合
審
議
会
が
答
申

　３
月
18
日
、
町
の
将
来
を
見
据
え
た
小
・
中
学
校
教
育
の
あ
り
方

に
つ
い
て
、
矢
掛
町
教
育
総
合
審
議
会
（
小
山
悦
司
会
長
）
よ
り
、

答
申
書
が
嶋
山
教
育
長
へ
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　審
議
会
は
、
昨
年
７
月
31
日
に
諮
問
を
受
け
、
計
５
回
開
催
。Ｉ
Ｃ

Ｔ
の
活
用
や
地
域
連
携
等
に
よ
る
教
育
の
実
践
を
通
じ
て
、「
ふ
る
里

や
か
げ
を
愛
し
　ふ
る
里
や
か
げ
で
活
躍
す
る
　た
く
ま
し
い
子
ど

も
」
を
育
て
る
取
り
組
み
の
拡
充
を
目
指
し
ま
す
。

■問
教
育
課
学
校
教
育
係
　 ☎（
82
）２
１
０
０
　有
線 

０
６
２
１

　令和3年3月 28日㈰に矢掛ビジターセンター問屋がオー
プンしました。
　矢掛ビジターセンター問屋は「玄関」である道の駅を一歩
入って矢掛町を観光する人が最初に訪れる施設として、矢掛
商店街にある観光施設情報や飲食店等のお店の情報はもちろ
んのこと、町内にあるさまざまなお店や観光スポットの情報
をお客さんに提供する役割を担います。古民家を改装し、大
きな梁が見える素晴らしい建物で皆さんをお迎えします。ぜ
ひ、町民の皆さんもお越しください。
（やかげDMOの事務所は3/28から矢掛ビジターセンター問屋へ移転しました。）

問屋正面 ビジターセンターレセプション ２階 板の間

矢掛中学校

岡山県農業
共済組合井笠支所

たかつま荘

矢掛郵便局

矢掛病院

やかげ文化センター
矢掛町役場

矢掛小学校
老人福祉センター
矢掛会館

矢掛駅

 

道
方
地
要
主

線
羽
成
敷
倉

商工会館
新栄橋

小田川

w.c.

w.c.

本陣会館

嵐山公園

旧矢掛本陣
石井家住宅

矢掛屋本館

農村環境改善センター

矢掛認定こども園

江尻記念館
やかげ郷土美術館
美
術
館
通
り

旧
松
山
街
道

w.c.矢掛屋
温浴別館

備中屋長衛門

やかげ町家交流館
旧山陽道

卍
専教寺卍

卍
多聞寺

井原線
矢掛
高等学校

ふれあい
広場

w.c.

弦橋

井原警察署
矢掛幹部派出所

サインタワー

古意庵

旧矢掛商業高校跡

国道 486号線

大仙院

矢掛ビジターセンター問屋
（（一財）矢掛町観光交流推進機構
【やかげDMO】事務所）

旧矢掛脇本陣
髙草家住宅 道の駅

山陽道やかげ宿

と い や

©撮影：中桐暢良
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矢掛病院　村上正和院長に聞きました

新型コロナウイルスのワクチン接種について
　　　町民の皆さんに知ってほしいこと（4月1日現在）
新型コロナウイルスのワクチン接種について
　　　町民の皆さんに知ってほしいこと（4月1日現在）

新型コロナワクチン接種を避けた方がいい場合、注意が必要な場合とは？

・明らかに発熱している人
・重い急性疾患にかかっている人
・ワクチンの成分に対し、アナフィ
ラキシーなど重度の過敏症の既往
歴がある人
・上記以外で、予防接種を受けるこ
とが不適当な状態にある人

・過去に免疫不全の診断を受けたり、近親者に先天性免疫不全症の
人がいる人
・心臓、腎臓、肝臓、血液疾患や発育障害などの基礎疾患のある人
・過去に予防接種を受けて、接種後２日以内に発熱や全身性の発疹
など、アレルギーが疑われる症状が出た人
・過去にけいれんを起こしたことがある人
・ワクチンの成分に対して、アレルギーが起こるおそれのある人

ワクチン接種に注意が必要な人

Tシャツなど、肩が出しやすい服装でお越しください。
●接種当日の服装について

治療中の人は、かかりつけ医に、新型コロナウイルスワクチン接種を受けてもよいか、
必ず事前にご相談ください。

●かかりつけ医にご相談を！

新型コロナウイルスワクチン接種を受ける人は、感染症予防の効果と副反応について
理解した上で、自らの意思で接種を受けてください。

●接種は強制ではありません！

ワクチン接種ができない人

LINE登録はこちら▶

5月17日㈪から、
65歳以上高齢者へのワクチン接種を開始します！

　昭和32年4月1日以前に生まれた高齢者には、令和3年4月下旬以降に接種券と予診票をご自宅に郵送
しますので、次のとおり事前に予約し、接種してください。（高齢者施設に入所中の人を除く。）
【集団接種の予約と接種】

・原則、インターネット予約。インターネットでの
予約が難しい場合は、コールセンターに電話をか
けて、予約する。

●予約開始

接種券、予診票、身分証明ができるもの（運転免許証、健康保険証等）、現在飲んでいる薬
の内容が分かるもの（おくすり手帳等）。

●持 参 物
●接種開始 ５月17日㈪から

●場　　所 町農村環境改善センター　多目的ホール

５月10日㈪から

矢掛町コロナワクチンコールセンター
電話番号  （82）5520　　受付時間  午前9時～午後5時（平日のみ）

町公式LINEに登録すると、予約
案内が届きます。

14令和３年４月号



矢掛町の農産物を活用矢掛町の農産物を活用矢掛町の農産物を活用 新メニュー・商品を紹介 !新メニュー・商品を紹介 !新メニュー・商品を紹介 !
　「矢掛町地域農産物活用メニュー等開発奨励事業（令和 2年度）」を活用して新たに開発されたメニュー・商
品を紹介します。

①リーキねぎ
②通年（予定）
③リーキねぎや焼麩等が入ったヘル
シー丼

④待鳥
⑤待鳥　☎（82）0205

■問産業観光課地域振興係　☎（82）1016

（凡例）
　①使用農産物（矢掛町産）
　②販売期間（予定）
　③メニュー等の特徴
　④販売場所
　⑤お問い合わせ先（事業者名等）

焼　麩　丼焼　麩　丼
①バターナッツかぼちゃ
②４月から
③矢掛町産のバターナッツかぼちゃ
をパウダー状にしたもの。スープ
の他、さまざまな料理やお菓子に
利活用が可能

⑤（福）あすなろ園　☎（82）0157

①リーキねぎ、アスパラ、かぼちゃ、
ナスなど
②通年（予定）
③矢掛町産の旬の野菜天ぷらをトッ
ピングした手打ちそば
④そば処 さぜん

矢掛の野菜天ざる矢掛の野菜天ざる

①もち麦
②通年（予定）
③食物繊維豊富なもち麦と、ポリフ
ェノール豊富な小豆を使用した健
康的な食品

④満天茶屋ほか
⑤満天茶屋　☎090-6414-2575

もち麦おはぎもち麦おはぎ
①苺、梨、柿、青唐辛子
②5月から
③カカオニブと矢掛町産フルーツ等
をミックスしたカカオ菓子

④石挽カカオ issai
⑤石挽カカオ issai　☎（63）4245

ニブロックニブロック

バターナッツ
かぼちゃパウダー
バターナッツ
かぼちゃパウダー

令和 3年度矢掛町地域農産物活用メニュー等開発奨励事業
●対 象 者　矢掛町産の農産物を活用した新メニュー等を開発し販売する食品衛生法に基づく営業許可を受

けている町内の事業者・団体・個人。ただし、令和 2年度の交付者を除く。
●支給金額　１事業者等につき３万円（１回限り）
●申請方法　交付申請書に必要書類を添付し、産業観光課へ提出
●申請期日　令和３年８月２日㈪まで
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健康子育て課健康づくり係
　 ☎（82）1013
問

5月の健康カレンダー

Health  Calendar　MayHealth  Calendar　May

休日当番医

  5日㈬/㈷
  9日㈰
16日㈰

※事前に連絡をしてから受診してください。

☎(84)０００１あゆみクリニック
23日㈰ ☎(82)１３２６矢　掛　病　院

☎(82)１３２１水 川 内 科 医 院
☎(82)０３０８鳥　越　病　院

  4日㈫/㈷ ☎(82)３１１３筒　井　医　院
  3日㈪/㈷ ☎(82)１３２６矢　掛　病　院
  2日㈰ ☎(82)３０７０おぐら整形外科医院
と　　き 病　　　院　　　名

脳ドックで脳の病気を早期発見！

30日㈰ ☎(82)１０５０小　塚　医　院

健康・子育て・こころ

受付：午後０時３０分～１時２０分
会場：農村環境改善センター12日㈬ 3歳児健康診査

19日㈬

すこやか育児学級
対象：4～6か月児

時間・会場と　き 内　　　容

受付：午前９時～１０時
会場：老人福祉センター 育児相談

27日㈭ 受付：午前９時１０分～９時３０分
会場：老人福祉センター

　町では、働き盛りの世代を対象とした脳ドックを実施しています。
　脳ドックとは、主に脳動脈瘤、脳梗塞、脳腫瘍などの早期発見を目的に行います。

対　象　者 40～64歳（年度末年齢）の希望者
（昭和32年4月1日～昭和57年3月31日生まれの人）

検　査　日

検 査 場 所 矢掛病院

検　診　料 1万円

申 込 期 間

申 込 方 法 健康子育て課へ電話もしくは来所にて申し込み。
☎（82）1013

検 査 内 容

脳検査（約30分）
・MRI（磁気共鳴断層撮影）
　脳の断層をみることで脳腫瘍や脳梗塞の有無を検査します。
・MRA（磁気共鳴血管撮影）
　脳血管の血流をみることにより、クモ膜下出血の原因になる脳動脈瘤
の有無、血管に狭くなっているところがないかなどを検査します。

令和3年6月～令和4年3月までの毎月第1日曜日の午前中
（病院の都合で変更する場合があります。）
※受診日時の詳細については、後日対象者へ通知します。
　都合の悪い月がある場合は、申し込み時にお知らせください。
　なお、受診日決定後の日時変更は原則できません。

5月10日（月）～14日（金）   午前9時～午後5時
※定員（60人）になり次第、締め切ります。
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ご寄付ありがとうございました
　3月8日、川面小学校児童
会から町へ新型コロナウイルス
感染症対策として、20,343 円
のご寄付をいただきました。

　3月22日、井原警察署管内
防犯連絡会および少年警察協助
員連絡協議会から町教育委員
会へ、こども110 番コーン30
個とイカのおすしホイッスル100
個のご寄付をいただきました。

まちのわだい

持続可能な農業をめざして「人・農地プラン」策定
　３月29日、町役場で「人・農地プラン策定委員会」
を開催しました。
　人・農地プランとは、持続可能な力強い農業実現を
目指し、集落・地域が抱える人と農地の問題を解決す
るための計画です。
　町では、アンケートや地図を活用して令和３年１月
から２月にかけて町内各地区で話し合いを実施。それ
ぞれの地域が抱える課題や今後の取り組みについて意
見を出しました。
　この日、策定委員９名のほか、中国四国農政局岡山
県拠点などから５名がオブザーバーとして出席。各地
区の話し合いの内容を踏まえて、今後の農業の担い手
や、農地の集積化について将来方針を定める「実質化
された人・農地プラン」を審議し、審議結果を基に町
がプランを決定しました。

↑策定委員会にのぞむ出席者

↑安否確認訓練に取り組む参加者たち

災害時に活躍、衛星を使った安否確認訓練を実施
　3月 24日、衛星安否確認サービス（通称「Q-ANPI」）
を使って、避難者の安否情報を確認するデモ訓練を町
役場で実施しました。
　Q-ANPI とは、避難所等に設置した専用端末を使い、
避難者がスマホやタブレットに入力した安否情報（け
が、要介護、妊産婦など）を衛星「みちびき」経由で
町災害対策本部へ伝達するサービス。この日は、携帯
電話網や地上回線網が利用できなくなった場合を想
定。訓練では、避難者全員の安否情報の取得に成功し
ました。
　3月 23日に各地区公民館関係者や防災士の会会員
を対象に、システムの説明会を実施しており、機材は
各地区小学校へ収納予定。今後、町では年に１回の訓
練実施を検討しています。

全国大会等出場選手を激励
　風間杯第64回全国高等学校
選抜レスリング大会（3/24 ～
26　新潟県）に出場。（写真左
から）笠岡工業高等学校１年
川
かわかみ

上大
だい

智
ち

さん（小林）、同２年
大
おおにし

西遥
はる

斗
と

さん（小林）

　第45回全国高等学校選抜フ
ェンシング大会（3/29～ 31日
大阪府）に出場。岡山大安寺中
等教育学校１年　池

いけ

田
だ

佳
か お

央理
り

さん
（西川面）

　ＪＡ全農杯チビリンピック全国
小学生選抜サッカー IN 中国
（4/3、4 山口県）に出場。矢
掛小学校５年  中

なかやま

山瑛
えいしん

心くん（矢
掛）

伽藍山でこいのぼりが大空をおよぐ
　3月20日、中川地区の住民
約 40名が伽藍山（江良）登山
に挑戦。参加者らは山頂につく
と、白いこいのぼりに思い思い

の絵やメッセ
ージをかい
て、５匹のこ
いのぼりをお
よがせました。
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図書館だより� ■問 矢掛町立図書館　☎（82）2100　有線 0630
Books

【お知らせ】
　図書館入り口に「図書除菌機」を設置しました。除菌機は本を開いた状態で紫外線を当
てることで、表紙とページの除菌消臭を行います。ページに挟まったほこりや、においを
取り除くことができます。一度に6冊の本を30秒で除菌します。音も静かで操作も簡単
ですので、ご自由にお使いください。
　コロナ禍の中、家庭で楽しく視聴できるDVDが多数入りました。ぜひ、ご利用ください。
DVD：「この世界の片隅に」、「君の膵臓をたべたい」、「となりのトトロ」、「若おかみは小
学生！」など。

カウンターからの情景

図書館のイベント
おはなしらんどスペシャル
◆と　き　4月24日㈯　午前10時30分〜
◆ところ　リハーサル室
◆内　容　�えほんの会「ゆめ」の皆さんによる絵

本の読み聞かせやエプロンシアター
など楽しいおはなしがいっぱい。

えいごであそぼう
◆と　き　5月 15日㈯　午前11時〜
◆ところ　リハーサル室
◆内　容　�えいごの歌あそびやおはなし、ゲームなど
※�先生の都合により日時が変更になる場合がありますので
ＨＰやチラシ等でご確認ください。

日時、内容等は図書館へお問い合わせください。

郷土にゆかりのある本 「 矢掛公民館40年のあゆみ 」　矢掛町矢掛公民館／発行
　ぜひ、ご覧ください。

■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□

Art
やかげ郷土美術館だより� ■問 やかげ郷土美術館　☎（82）2110　有線 8850

展　示　室　　　　　　　　収蔵品展「田中塊堂と佐藤一章 ～代表作を中心に～」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6月13日（日）まで

町民ギャラリー

◆ マミコイラスト展　　　　　  5 月 11日（火）午後1 時〜 16 日（日）午後 4 時

　このたびの収蔵品展では、名誉町民である書家・田中塊堂
が愛蔵していた「吉備大臣入唐絵巻」（模本）を展示しています。
　「吉備大臣入唐絵巻」は、遣唐使として渡った吉備真備の
学識が優れていたため、唐の玄宗皇帝が真備を高楼に幽閉し、
数々の難題を出して、帰国を阻んだという逸話を描いた説話
絵巻です。
　原本は、現在ボストン美術館が所蔵しています。この模本は、
絵巻の米国流出がわかってから急遽大阪堺市の画家・西岡蘇
泉が模写したもので、田中塊堂が昭和40年代に入手し、その
後、やかげ郷土美術館へ寄贈されました。

＊鑑賞無料

は休館日

24
31

日

3 4 5 76 8
1

9
2
10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22
25 26 27 28 29

火水木金

23
30

月

4月の休館日
　26日（月）・30日（金）

土
5月の図書館カレンダー

次回の展覧会

　特別展「リサとガスパールのおもいで原画展」　会期／６月１９日（土）〜８月１日（日）

田中塊堂収集品　　　　　　　　　
「吉備大臣入唐絵巻」（模本）

みんな集まれ！

読者の皆さんから寄せられた
おたよりなどでつくるページ
です。
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美
術
館
短
歌
講
座
三
月
作
品

�

谷
本
史
子
選

ひ
ね
も
す
を
稲
刈
り
の
田
に
遊
ぶ
子
ら
の
帰
り
の

道
は
「
夕
や
け
こ
や
け
」�

今
井

　京
子

若
き
日
に
口
に
し
た
る
あ
の
焼
肉
の
味
を
ふ
と
思

ひ
出
す
夕
べ
な
り�

浅
田

　英
子

近
隣
の
集
ふ
「
と
ん
ど
」
の
慣
は
し
も
い
つ
か
途

絶
え
て
さ
び
し
き
睦
月�

谷
許

　靖
子

記
憶
力
も
体
力
も
萎
え
し
日
々
な
れ
ど
目
標
を
見

付
く
年
の
始
め
に�

峰
山

　祥
子

焙
烙
で
母
の
焼
き
ゐ
し
香
ば
し
き
団
子
の
香
り
よ

甘
味
噌
の
香
の�

杉
本
萬
壽
子

幼
日
の
想
ひ
出
な
り
し
「
と
ん
ど
焼
き
」
わ
が
書

き
ぞ
め
は
天
に
登
り
ぬ�

藤
丸
多
美
子

土
手
を
焼
く
草
の
間あ

は
ひに

顔
を
出
し
春
を
告
げ
ゐ
る

土
筆
の
あ
る
や�

鳥
越

　信
子

白
石
島
の
友
の
賀
状
は
海
の
色
老
い
の
見
え
な
い

笑
顔
が
顕
ち
来�

団
迫

　慶
子

年
の
瀬
を
な
に
焼
く
煙
か
雲
の
ご
と
く
甲か

ふ

弩の

の
沖

を
這
ひ
つ
つ
ゆ
き
ぬ�

谷
口

　節
子

夕
焼
け
の
赤
は
辺
り
を
染
め
尽
く
し
水
面
は
茜
の

光
を
広
ぐ�

木
口

　員
子

秋
の
田
に
ひ
ろ
ひ
し
落
穂
火
に
焼
け
ば
芳
ば
し
き

匂
ひ
闇
に
広
ご
る�

杉
本
　清
子

友
の
築
き
し
窯
で
焼
き
た
る
ピ
ザ
甘う

ま

し
飾
り
つ
け

た
る
ロ
グ
ハ
ウ
ス
な
れ
ば�

石
川
　智
子

庭
隅
に
焼
き
捨
つ
る
文
の
あ
を
き
炎
夕
さ
り
く
れ

ば
を
の
の
き
て
見
つ�

選
　者
　詠

読者のひろば
みんな集まれ！

読者の皆さんから寄せられた
おたよりなどでつくるページ
です。

仰
が
る
る
一
樹
と
な
り
て
初
桜�

坪
井

　篤
子

俥
屋
の
客
呼
ぶ
声
や
柳
の
芽�

橋
本
よ
し
子

ふ
る
さ
と
の
山
河
忘
れ
し
残
り
鴨�

岡
田

　哲
郎

天
神
は
海
を
守
り
て
風
光
る�

黒
井

　琴
恵

水
道
を
眺
む
狛
犬
彼
岸
西
風�

岡
本

　瑞
江

良
寛
の
海
を
遠
目
に
春
田
打
つ�

片
岡

　朋
子

静
け
さ
の
中
の
枝
折
戸
白
木
蓮�

新
谷
　京
子

咲
く
椿
落
つ
る
椿
の
音
奏
で�

池
野
　峯
子

曲
水
や
円
座
に
澄
み
し
吟
醸
酒�

原
　啄
木
鳥

初
蝶
の
我
が
世
と
ば
か
り
と
び
廻
り�

中
田
　千
穂

花
の
寺
遍
照
の
夢
こ
こ
に
あ
り�
選
　者
　吟

重
そ
う
な
か
ば
ん
が
歩
く
一
年
生�

江
木

　基
夫

カ
バ
ン
持
ち
い
ず
れ
総
理
に
な
っ
て
や
る�

椎
葉
つ
と
む

自
粛
中
む
ず
む
ず
し
て
る
旅
カ
バ
ン�

池
田
た
か
子

貴
重
品
肌
身
離
さ
ず
斜
め
掛
け�

森
本
か
の
こ

点
滴
で
繋
い
だ
命
明
日
へ
飛
ぶ�

池
田

　信
夫

一
時
間
前
に
あ
つ
ま
る
老
人
会�

山
元
と
も
え

飯
炊
き
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
惚
け
ぬ
よ
う�

江
尻

　容
子

今
日
が
は
じ
ま
る
朝
刊
を
取
り
入
れ
て�

鈴
木

　な
つ

薄
化
粧
風
は
素
直
に
吹
い
て
い
る�

内
田
と
み
子

ノ
ホ
ホ
ン
と
日
が
な
一
日
ま
た
明
日�

溝
口

　豊
和

新
し
い
鞄
に
似
合
う
靴
が
な
い�

選
　者
　吟

     ひき の はる と

匹野陽人くん（矢掛）
（R2年 4 月23 日生まれ）

いつもニコニコ我が家のアイド
ル！元気いっぱい大きくなあれ！

★ 対 象 者★　町内在住で令和
２年５月生まれのお子さん
★応募期限★
　令和３年４月30日（金）必着
★応募方法★　写真に①住所②
氏名（ふりがな）③性別④生年月
日⑤電話番号⑥20字程度のメッ
セージを添えてご応募ください。
★ 応募・お問い合わせ★
　総務防災課秘書広報係
　〒714−1297　（役場専用）矢掛町矢掛3018
　☎（82）1010　有線 0522

満1歳のお祝いに
写真を掲載しませんか？ 我が家の

アイドル
我が家の
アイドル

Happy 1st
Birthday
Happy 1st
Birthday
Happy 1st
Birthday
Happy 1st
Birthday

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

〔第60回　ガンピ〕
ガンピは雁皮紙の原料になる落葉低木です。冬に子どもたちが山に
入ってガンピの皮をむいて束にし、それを仲買人が集落を回って買
い取っていました。昭和40年代ごろまでの話です。売ったお金は
お小遣いや家計の足しになっていました。

〔文・写真　矢掛SATOYAMA未来計画〕

ガ
ン
ピ
（
方
言
で「
ガ
ビ
」）

皮をむく（方言で「むぐ」）

薄皮を取って束にする

文
化
協
会
俳
句
三
月
作
品�

笹
井

　愛
選

文
化
協
会
川
柳
三
月
作
品�

�

紫

　し
め
の
選
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information
おしらせ

矢掛町役場㈹（0866）
☎（８２）１０１０

総務防災課
☎（８２）１０１０

企画財政課
☎（８２）１０５７

町　民　課
☎（８２）１０１１

会　計　課
☎（８２）１０１２

健康子育て課
☎（

（

８２）１０１３
福祉介護課

☎ ８２）１０２６
産業観光課

☎（８２）１０１６
建　設　課

☎（８２）１０１４
上下水道課

☎

（８２）０１７３
議会事務局

☎（８２）１１１９
教育委員会

　

教育課
（やかげ文化センター内）

☎（８２）２１００

各課直通電話

総　数　13,886 人（－29） 
　男　     6,667 人（－  8） 
　女　     7,219 人（－21）
世帯数　  5,495世帯（＋3）

令和３年４月1日現在
（　）内は前月との比較

　  まちの花　サクラ
　  まちの鳥　ウグイス
　  まちの木　アカマツ

矢掛町の人口

相

　
　談

矢
掛
病
院
当
直
事
務
員
募
集

　
矢
掛
病
院
当
直
事
務
員
を
次
の
と

お
り
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
応
募
希
望
者
は
矢
掛
病
院
事
務
局

庶
務
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

◦
委
託
期
間
　
契
約
日
か
ら
令
和
４

年
３
月
31
日
ま
で
（
更
新
あ
り
）

◦
募
集
人
員
　
１
人

◦
応
募
資
格
　
患
者
さ
ん
の
情
報
等

に
つ
い
て
の
守
秘
義
務
が
守
れ
る
人

　
パ
ソ
コ
ン
の
簡
単
な
操
作
が
で
き

る
人

◦
仕
事
内
容
　
受
付
事
務
・
電
話
対

応
・
支
払
対
応

◦
給

　
　与

　
１
回
あ
た
り
：
１
１
，
０
０
０
円

◦
勤
務
時
間

日
直
：
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

宿
直
：
午
後
５
時
～
午
前
８
時
30
分

　
月
10
回
程
度
の
勤
務
（
土
日
祝
日

勤
務
あ
り
）

※
勤
務
日
数
は
応
相
談

■問
矢
掛
病
院
事
務
局
庶
務
係

☎（
82
）１
３
２
７

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
笠
岡

出
張
相
談
in
矢
掛

◦
と

　き
　
４
月
23
日
㈮
、
５
月
14

日
㈮
、
28
日
㈮
　
午
前
10
時
～
午
後

３
時（
正
午
か
ら
午
後
１
時
を
除
く
）

◦
と
こ
ろ
　
役
場
１
階
第
１
相
談
室

◦
相
談
内
容
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
笠
岡

の
職
員
が
求
人
情
報
の
提
供
・
職
業

相
談
等
を
行
い
ま
す
。

◦
相
談
料
　
無
料

◦
対
象
者
　
矢
掛
町
内
に
住
所
を
有

す
る
人

◦
そ
の
他
　
産
業
観
光
課
へ
電
話
予

約
を
お
願
い
し
ま
す
。
予
約
な
し
で

も
相
談
可
能
で
す
が
、
予
約
さ
れ
て

い
る
人
を
優
先
し
ま
す
。

■問
産
業
観
光
課
地
域
振
興
係

☎（
82
）１
０
１
６

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
笠
岡

☎
０
８
６
５（
62
）２
１
４
７

岡
山
県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点

出
張
相
談
所
in
矢
掛
町

　
備
中
西
商
工
会
と
矢
掛
町
が
、
中

小
企
業
者
・
小
規
模
事
業
者
の
新
た

な
事
業
展
開
、
ま
た
経
営
上
の
諸
問

題
解
消
の
場
と
し
て
、
相
談
会
を
開

催
し
ま
す
。

◦
と

　き
　
５
月
19
日
㈬
　
午
前
10

時
～
正
午
、
午
後
１
時
～
５
時

◦
と
こ
ろ
　
備
中
西
商
工
会
本
部（
矢

掛
）
会
議
室

◦
対
象
者
　
中
小
企
業
者
、
小
規
模

事
業
者

◦
申
込
締
切
　
５
月
６
日
㈭
　
午
後

５
時
ま
で

■問
備
中
西
商
工
会
本
部
（
矢
掛
）

☎（
82
）０
５
５
９

心
配
ご
と
相
談

◦
と

　き
　
５
月
21
日
㈮
　
午
前
９

時
～
正
午

◦
と
こ
ろ
　
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

◦
内

　容
　
日
常
生
活
で
の
悩
み
ご

と
、家
庭
・
近
所
で
の
も
め
ご
と
、結

婚
問
題
、悪
徳
商
法
、多
重
債
務
な
ど

※
相
談
無
料
・
秘
密
厳
守

■問
町
民
課
住
民
環
境
係

☎（
82
）１
０
１
１
　
有
線
０
５
５
１

法
務
局
の
常
設
相
談
日

◦
と

　き
　
５
月
12
日
㈬
、
19
日
㈬
、

26
日
㈬
　
午
前
９
時
～
正
午

◦
と
こ
ろ
　
岡
山
地
方
法
務
局
笠
岡

支
局

◦
内

　容
　
日
常
生
活
で
の
悩
み
ご

と
、
家
庭
・
近
所
で
の
も
め
ご
と
、

結
婚
問
題
、
悪
徳
商
法
、
多
重
債
務

な
ど

※
人
権
擁
護
委
員
が
相
談
を
受
け
付

け
ま
す
。

■問
笠
岡
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

☎
０
８
６
５（
62
）５
２
９
５

地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　「
仕
事
を
探
し
て
い
る
」「
働
く
こ

と
に
つ
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
を
抱

え
て
い
る
」
15
～
49
歳
ま
で
の
若
者

の
皆
さ
ん
の
「
働
き
出
す
力
」
を
多

募

　
　集

有料広告

☎お電話
ください！

たべてん便受注センター

E-mail tabetenbin@okayama.coop ●お電話受付時間 月～金曜日／9:00～17:00
0120-014-899

お
問
い
合
せ

お
申
し
込
み
は

資
料
請
求
は

こ
ち
ら

週3日間からお試し利用できます

生協に未加入の方も
お試しいただけます

FAX.086-296-6481

605
約300
種類の献立

管理

栄養士
監修

ご飯は
岡山県産
こしひかり

お届け時の
安否見守り

お届けは
月～金曜の

5日間
コープの
お弁当 5つの特徴！ 
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information
おしらせ

矢掛町役場㈹（0866）
☎（８２）１０１０

総務防災課
☎（８２）１０１０

企画財政課
☎（８２）１０５７

町　民　課
☎（８２）１０１１

会　計　課
☎（８２）１０１２

健康子育て課
☎（

（

８２）１０１３
福祉介護課

☎ ８２）１０２６
産業観光課

☎（８２）１０１６
建　設　課

☎（８２）１０１４
上下水道課

☎

（８２）０１７３
議会事務局

☎（８２）１１１９
教育委員会

　

教育課
（やかげ文化センター内）

☎（８２）２１００

各課直通電話

総　数　13,886 人（－29） 
　男　     6,667 人（－  8） 
　女　     7,219 人（－21）
世帯数　  5,495世帯（＋3）

令和３年４月1日現在
（　）内は前月との比較

　  まちの花　サクラ
　  まちの鳥　ウグイス
　  まちの木　アカマツ

矢掛町の人口

様
な
支
援
に
よ
り
引
き
出
し
ま
す
。

　
専
門
ス
タ
ッ
フ
が
自
立
を
支
援
し

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

◦
と

　き
　
５
月
12
日
㈬
　
午
前
10

時
～
正
午

◦
と
こ
ろ
　
役
場
１
階
第
１
相
談
室

◦
対
象
者
　
15
～
49
歳
の
人
ま
た
は

そ
の
保
護
者

※
相
談
無
料
・
要
予
約

■問
健
康
子
育
て
課
子
育
て
支
援
係

☎（
82
）１
０
１
３
　
有
線
０
５
３
２

選
挙
制
度
が
変
わ
り
ま
し
た
！

　
令
和
４
年
４
月
頃
に
予
定
さ
れ
る

矢
掛
町
長
・
矢
掛
町
議
会
議
員
一
般

選
挙
か
ら
、
選
挙
運
動
費
用
が
一
部

公
費
負
担
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
詳

し
く
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

■問
議
会
事
務
局

☎（
82
）１
１
１
９

令
和
３
年
度
特
殊
詐
欺
防
止

機
能
付
き
電
話
等
の
購
入
に

対
す
る
補
助
金
に
つ
い
て

　
町
で
は
、
令
和
３
年
４
月
１
日
か

ら
令
和
３
年
度
の
特
殊
詐
欺
防
止
機

能
付
き
電
話
等
の
購
入
に
対
す
る
補

助
申
請
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
補
助
金
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。

◦
補
助
金
額
　
機
器
の
購
入
お
よ
び

設
置
金
額
の
２
分
の
１
（
上
限
５
，

０
０
０
円
）

◦
補
助
対
象
者
　
町
内
に
住
所
が
あ

り
、
65
歳
以
上
の
人
が
世
帯
内
に
い

る
人（
世
帯
全
員
が
町
へ
納
付
す
る
税

金
等
の
滞
納
が
な
い
人
に
限
り
ま
す
）

◦
対
象
機
器
　
左
記
の
①
、
②
の
ど

ち
ら
か
を
満
た
し
、
町
内
の
事
業
所

で
購
入
し
た
機
器

①
登
録
し
て
い
な
い
番
号
か
ら
の
着

信
に
対
し
て
注
意
を
促
す
機
能
が
あ

る
も
の

②
着
信
相
手
に
通
話
を
録
音
す
る
こ

と
を
自
動
で
伝
え
、
あ
わ
せ
て
通
話

の
内
容
を
自
動
で
録
音
す
る
機
能
が

あ
る
も
の
。（
令
和
３
年
４
月
１
日

以
降
に
購
入
し
た
機
器
が
対
象
で
す
。）

◦
受
付
締
切
　
令
和
４
年
３
月
31
日

※
申
請
状
況
に
よ
っ
て
は
期
間
内
に

締
め
切
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

■問
町
民
課
住
民
環
境
係

☎（
82
）１
０
１
１
　
有
線
０
５
５
１

カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
等
の
ガ

ス
抜
き
の
徹
底
に
ご
協
力

く
だ
さ
い
！

　
ガ
ス
が
残
っ
た
ま
ま
の
缶
（
カ
セ

ッ
ト
ボ
ン
ベ
や
ス
プ
レ
ー
缶
）
を
不

燃
ご
み
の
袋
の
中
に
捨
て
る
と
収
集

し
て
い
る
パ
ッ
カ
ー
車
内
で
発
火
し
、

大
き
な
事
故
等
に
繋
が
る
恐
れ
が
あ

り
ま
す
。
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
等
の
ガ

ス
抜
き
の
徹
底
に
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

◦
主
な
ガ
ス
抜
き
方
法

　
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
や
ス
プ
レ
ー
缶

な
ど
は
、
ガ
ス
抜
き
キ
ャ
ッ
プ
な
ど

を
使
用
し
て
完
全
に
ガ
ス
を
抜
い
て

く
だ
さ
い
。

※
必
ず
風
通
し
が
よ
く
、
付
近
に
火

の
気
が
な
い
屋
外
に
て
作
業
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

◦
ご
み
の
出
し
方

　
ガ
ス
を
抜
き
終
え
た
後
の
缶
な
ど

は
、
不
燃
ご
み
の
日
に
ゴ
ミ
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
内
に
あ
る
コ
ン
テ
ナ
の
中
に

入
れ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■問
町
民
課
住
民
環
境
係

☎（
82
）１
０
１
１
　
有
線
０
５
５
１

計
量
器（
は
か
り
）の
定
期
検

査
を
必
ず
受
検
し
ま
し
ょ
う

　
取
引
や
証
明
に
使
用
さ
れ
る
非
自

動
は
か
り
は
、
２
年
に
１
度
の
定
期

検
査
を
受
け
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
次
の
と
お
り
、
岡
山
県
が
検
査
を

実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、
該
当
す
る

は
か
り
を
使
用
し
て
い
る
人
は
、
は

か
り
を
持
参
の
上
、
必
ず
受
検
し
て

く
だ
さ
い
。
な
お
、
受
検
に
は
手
数

料
が
必
要
で
す
。

◦
と

　き
　
５
月
19
日
㈬
、
20
日
㈭

午
前
10
時
30
分
～
正
午
、
午
後
１
時

30
分
～
３
時

◦
と
こ
ろ
　
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ

ー
　
玄
関
ホ
ー
ル

◦
検
査
対
象
　

◦
商
店
、
事
務
所
、
農
家
等
に
あ
る

商
売
用
は
か
り

◦
病
院
、
医
院
、
薬
局
等
の
業
務
用

は
か
り

◦
学
校
、
福
祉
施
設
等
の
体
重
測
定

用
は
か
り

◦
宅
配
便
取
次
店
に
お
け
る
料
金
特

定
用
は
か
り

※
家
庭
用
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

■問
産
業
観
光
課
商
業
観
光
係

☎（
82
）１
０
１
６

緑
の
募
金
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
４
月
１
日
か
ら
５
月
31
日
ま
で
の

「
春
の
み
ど
り
月
間
」
中
、
産
業
観

光
課
で
募
金
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

緑
の
募
金
は
、
学
校
や
公
園
な
ど
の

地
域
の
緑
化
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
緑
豊
か
な
環
境
づ
く
り
の
た
め
に
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■問
産
業
観
光
課
農
林
振
興
係

☎（
82
）１
０
１
６

ご
み
減
量
化
の
補
助
制
度

を
ご
活
用
く
だ
さ
い
！

①
生
ご
み
処
理
容
器
（
コ
ン
ポ
ス

有料広告

お
知
ら
せ
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４
月
は
若
年
層
の
性
暴
力

被
害
予
防
月
間
で
す

　
４
月
は
、
進
学
や
就
職
な
ど
に
伴

い
、
若
年
層
の
生
活
環
境
が
大
き
く

変
わ
り
、
性
暴
力
の
被
害
に
遭
う
リ

ス
ク
が
高
ま
る
時
期
で
す
。
10
代
か

ら
20
代
の
若
年
層
を
狙
っ
た
性
犯
罪
・

性
暴
力
は
、
そ
の
未
熟
さ
に
付
け
込

ん
だ
許
し
が
た
い
重
大
な
人
権
侵
害

で
あ
り
、
決
し
て
許
さ
れ
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
手
口
も
年
々

巧
妙
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
性
暴
力
に
関
す
る
情
報
を
共
有
し

て
、
社
会
全
体
で
性
暴
力
を
な
く
し

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

男
女
共
同
参
画
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
：  

https://w
w

w
.gender.go.jp/

■問
健
康
子
育
て
課
子
育
て
支
援
係

☎（
82
）１
０
１
３

住
宅
用
火
災
警
報
器
の

設
置
・
維
持
管
理
に
つ
い
て

　
住
宅
火
災
の
発
生
を
早
く
知
ら
せ

て
、
火
災
か
ら
私
た
ち
の
生
命
・
財

産
を
守
る
た
め
に
住
宅
用
火
災
警
報

器
の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
が
火
災
の
と

き
に
き
ち
ん
と
作
動
す
る
よ
う
、
適

正
な
場
所
に
設
置
す
る
と
と
も
に
、

定
期
的
な
作
動
点
検
を
行
い
ま
し
ょ

う
。

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
は
古
く
な
る

と
電
子
部
品
の
劣
化
や
電
池
切
れ
な

ど
で
煙
ま
た
は
熱
を
感
知
し
な
く
な

る
こ
と
が
あ
る
の
で
、
10
年
を
目
安

に
交
換
し
ま
し
ょ
う
。

　
な
お
、
消
防
職
員
が
設
置
調
査
に

伺
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
設
置
調
査
時
に
消
火
器
や

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
販
売
や
斡
旋

を
行
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■問
消
防
本
部
予
防
課

☎（
62
）９
４
０
２

境
界
問
題
合
同
相
談
会
の

開
催
に
つ
い
て

◦
と

　き
　
５
月
18
日
㈫
　
午
前
10

時
～
午
後
４
時

◦
と
こ
ろ
　
岡
山
地
方
法
務
局
笠
岡

支
局（
笠
岡
市
十
一
番
町
３
番
地
２
）

◦
相
談
内
容
　
土
地
の
境
界
に
関
す

る
相
談

◦
担
当
者
　
岡
山
地
方
法
務
局
登
記

官　
岡
山
県
土
地
家
屋
調
査
士
会
所
属

の
土
地
家
屋
調
査
士

◦
費

　用
　
無
料

◦
相
談
時
間
　
相
談
１
件
あ
た
り
１

時
間
以
内

　
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
。
左
記

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■問
岡
山
県
土
地
家
屋
調
査
士
会

☎
０
８
６（
２
２
２
）４
６
０
６

ト
）、
生
ご
み
処
理
機
器
購
入
費
補

助　
生
ご
み
処
理
容
器
（
コ
ン
ポ
ス

ト
）、
生
ご
み
処
理
機
器
を
新
た
に

設
置
す
る
た
め
に
購
入
し
た
費
用
の

一
部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

②
ボ
カ
シ・生
ご
み
堆
肥
化
容
器（
エ

コ
ペ
ー
ル
）

　
生
ご
み
堆
肥
化
推
進
の
た
め
、
ボ

カ
シ
の
無
料
配
布
、
生
ご
み
堆
肥
化

容
器
（
エ
コ
ペ
ー
ル
）
の
２
／
３
を

補
助
し
ま
す
。

※
自
己
負
担
額
は
１
個
あ
た
り
２
４

０
円
で
す
。

③
資
源
回
収
推
進
団
体
へ
の
補
助

　
資
源
回
収
を
行
う
団
体
に
収
集
量

１
キ
ロ
グ
ラ
ム
あ
た
り
５
円
補
助
し

ま
す
。

■問
町
民
課
住
民
環
境
係

☎（
82
）１
０
１
１
　
有
線
０
５
５
１

手当・給付のお知らせ
手当・給付の内容 振 込 日 問い合わせ先

後
期
高
齢
者

医
　療

療養費（コルセット等）
（2月申請分）５月7日㈮ 健康子育て課

国民健康保険係
☎（82）1013
有線 0571高額療養費（3月申請分） ４月16日㈮

子ども医療費
ひとり親家庭等医療費（3月申請分）４月30日㈮

健康子育て課子育て支援係
☎（82）1013
有線 0532

心身障害者医療費（3月申請分）４月30日㈮ 福祉介護課福祉推進係
☎（82）1026  有線 0581

今月の納税・納付

※口座振替の人は、前日までに残高を確認してください。
※納税・納付は安全・便利・確実な口座振替をご利用ください。
※ 4 月1日からコンビニ収納・スマホ収納が始まっています。ご利用く

ださい。

納税・納付いただくもの 口座振替日 納 期 限
国民健康保険税（1期）
軽自動車税種別割（全期）
介護保険料（1期）

4月30日㈮ 4月30日㈮

水道料金・下水道料金
（矢掛・美川・三谷・小田地区）4月26日㈪ ４月30日㈮

広報やかげでは有料広告を募集しています。
会社やお店の宣伝などにお役立てください。

お気軽にお問い合わせください。
■問 総務防災課秘書広報係　☎（82）1010　有線 0522

に広告を掲載しませんか？
大　き　さ 掲載料（月額）

縦45㎜×横56㎜   7,000 円
縦45㎜×横85㎜ 10,000 円
縦45㎜×横170㎜ 20,000 円

補　助　制　度 補助率

2／3

生ごみ処理機器
購 入 費 補 助 6 万 円

5 千 円生ごみ処理容器
購 入 費 補 助

補助金上限額
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◦犯罪・交通事故発生状況（令和３年３月末現在）

ク
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス
開
館
日

岡
山
県
消
費
生
活
問
題
研
究
協
議
会

矢
掛
支
部
（
県
消
協
）

５
月
17
日
㈪
・
24
日
㈪
　
午
前
９
時

30
分
～
11
時
30
分

バ
ト
ン
タ
ッ
チ
リ
サ
イ
ク
ル

５
月
10
日
㈪
、
17
日
㈪
、
24
日
㈪
　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

■問
ク
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス

☎（
82
）０
０
８
１
　
有
線
９
６
０
９

ご
寄
付
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

（
３
月
分
／
敬
称
略
）

▼
ふ
る
さ
と
納
税
　
風
早
潤
一
、
風

早
省
乃
（
総
社
市
）

▼
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
　
丸
五
ゴ

ム
工
業
株
式
会
社
（
倉
敷
市
）、
株

式
会
社
報
国
電
設
（
井
原
市
）、
Ｏ

Ｅ
Ｃ
株
式
会
社
（
岡
山
市
）

▼
社
会
福
祉
協
議
会
へ
（
金
一
封
）

廣
井
紘
一
、
平
野
一
生
（
矢
掛
）、
田

中
優
次
（
東
三
成
）、
川
上

孝
、
片

岡
信
子
、
山
室
健
一
（
東
川
面
）、
佐

藤
康
男
（
本
堀
）、
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
リ

サ
イ
ク
ル
（
浅
海
）、（
食
品
）
森
脇

美
智
子
（
里
山
田
）

▼
三
谷
公
民
館
へ
（
金
一
封
）
田
中

優
次
（
東
三
成
）

▼
川
面
公
民
館
へ
（
金
一
封
）
妹
尾

勢
津
雄
（
宇
内
）、
片
岡
信
子
、
山
室

健
一
（
東
川
面
）

■問井原警察署矢掛幹部派出所　☎（82）0110
※�夜間・休日は井原警察署に転送されます。

井原警察署
矢掛幹部派出所

のほか、家族等からの相談にも対応しています。相談に
は、安全運転指導等に一定の知識を持つ警察職員や医療
に関する専門的知識を有する保健師が対応し、安全運転
の継続に必要な助言・指導や運転免許証返納後の各種支
援施策の案内などを行っています。
　なお、家族が相談される場合は、本人の状況がよく分
かる人が相談してください。
＜相談の窓口＞
◦運転の適性に係る来場相談
　場　　所　岡山県運転免許センター内
　受付日時　平日（月曜日～金曜日）
　　　　　　午前８時30分～午後４時
※身体の障害に関する相談については、実際に身体の状
態を確認させていただきますので、事前の予約が必要と
なります。
◦電話相談　安全運転相談ダイヤル
　　　　　　♯８０８０（シャープ　ハレバレ）
◦受付日時　平日（月曜日～金曜日）
　　　　　　午前８時30分～午後５時

ゴールデンウィークにおける山岳遭難の防止
　ゴールデンウィークを迎えても、山頂付近はまだ寒く、
登山計画や装備が不十分であれば命にかかわる場合もあ
ります。また、新型コロナウイルス感染症対策として、
三密を避けて山へ登る際も、次のように十分な準備を行
い、事故を防ぎましょう。
◦体力、体調、登山の経験等に見合った山を選択し、登
山コース、日程、通信手段、装備、食料等に配慮して、
安全な登山計画を立てましょう。
◦登山の前には、公益社団法人日本山岳ガイド協会が運
営するインターネットによる登山届受理システム「コン
パス」に登録し、登山届を提出しておきましょう。
◦視界不良・体調不良時などには、道迷い、滑落等によ
る遭難のおそれが高まることから、早めに下山しましょ
う。
安全運転相談制度
　安全運転相談窓口では、病気、身体の障害等を有する
人の運転免許の取得、高齢者その他の人で運転免許を有
する人の運転の継続や運転免許証の返納等に関する相談
を受け付けています。
　運転免許を取得しようとする人や運転免許を有する人

▼
中
川
公
民
館
へ
（
金
一
封
）
佐
藤

康
男
（
本
堀
）

▼
小
田
公
民
館
へ
（
金
一
封
）
土
井

秀
城
（
小
田
）

▼
矢
掛
町
へ
（
金
一
封
）
川
面
小
学

校
児
童
会
（
西
川
面
）、（
古
文
書
）

髙
月
憲
二
郎
（
浅
海
）、（
75
型
デ
ィ

ス
プ
レ
イ
）
矢
掛
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
（
小
林
）

▼
矢
掛
病
院
へ
（
金
一
封
）
池
田
知

子
（
西
川
面
）

▼
中
川
保
育
園
へ
（
ハ
ー
モ
ニ
カ
ス

タ
ン
ド
、
マ
ッ
ト
、
ク
ッ
シ
ョ
ン
）

中
川
保
育
園
保
護
者
会
（
本
堀
）

　
今
月
号
で
令
和
３
年
１
月
に

寄
付
を
い
た
だ
い
た
池
田
知
子

様
の
氏
名
を
掲
載
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
掲
載
が
お
く
れ

ま
し
た
こ
と
を
お
詫
び
す
る
と

と
も
に
、
改
め
て
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
企
画
財
政
課

※数値は暫定数です。

発 生

件 数

犯　　　　　　　　　　　　　　　　罪 交 通 事 故
犯
罪
総
数

空

き

巣

忍

込

み

出
店
あ
ら
し

事
務
所
あ
ら
し

そ
の
他
侵
入
盗

万

引

き

自
転
車
盗

車
上
ね
ら
い

オ
ー
ト
バ
イ
盗

そ
の
他
の
盗
犯

器
物
損
壊

詐

欺

そ
の
他
刑
法
犯

交
通
事
故
総
数

人
身
事
故

う
ち
死
亡
事
故

物
損
事
故

3　月 3 0 0 0 0 0 1 0 0 0 2 0 0 0 26 1 0 25
累　計 12 0 0 0 0 0 3 0 0 0 4 4 0 1 65 2 0 63

（前年比） +2 ±0 ±0 ±0 ±0 ±0 +1 -1 ±0 ±0 ±0 +3 -1 ±0 +2 -5 ±0 +7
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矢高にロックオン
― 町内唯一の高校、矢掛高校について紹介するコーナーです ―

2021. 4
vol.106

Top News

選べる４つのサポート

矢高に通う生徒（ご家庭）の経済的負担を軽くし、資格取得の奨励を行うことで、安心し
て積極的な学びが得られる教育環境を実現します。昨年度から始まったこの制度を多く
の生徒が活用しています。

　今年も男子57名、女子62名、合計119名の新1年生が入学しました。
新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、ご家族のみの出席となり
ましたが、アットホームで温かい式となりました。これから矢高ファ
ミリーの一員として頑張っていきましょう！

4月8日㈭入学式

今回は昨年度から始まった「町からの矢高生サポート制度」を紹介します。
矢高限定！
　　魅力の支援制度

リージョナルモデル通信　　町からの矢高生サポート制度○21

①被服費サポート 入学時の制服購入費用の一部が補助されます。（上限：4万円）
②iPad費サポート 入学時のiPad購入費用の一部が補助されます。（上限：4万円）
③通学サポート 通学定期券の費用の一部が補助されます。

（総額の2割以内／上限：年間2万円）
④通塾サポート 町内の塾での費用の一部が補助されます。

（総額の2割以内／上限：年間2万円）

資格チャレンジのサポート
⑤英語技能試験（GTEC）サポート　　１回の受験につき3,000円のサポートがあります。
⑥資格・検定試験サポート　　　　　合格者には受験料相当額の図書カードが贈られます。

それぞれの新天地で
頑張ってください！

どれか一つを
選べます！

【就職】
晴れの国岡山農業協同組合×2
JFEスチール、JR西日本
日本郵便、扶桑薬品工業
アサヒグループ食品、モンテール
山崎製パン、仁科百貨店
立花容器、ザグザグ

【公務員】
陸上自衛隊×2　など

この春の矢高卒業生の進路です。

【国公立大学】
香川大（経済）
愛媛大（工）
岡山県立大（情報工）×2
岡山県立大（保健福祉）
島根県立大（地域政策）
鳥取環境大（経営）
高知工科大（シス工）

【私立大学】
ノートルダム清心女子大
川崎医療福祉大、就実大×2
岡山理科大、岡山商大×2
環太平洋大、中国学園大×2
倉敷芸科大、くらしき作陽大×2
吉備国際大、京都産業大
神田外語大　など

【短大・専門学校】
就実短大、山陽学園短大×6
作陽短大×5、川崎医療短大×7
倉敷中央看護専門×2
岡山看護助産学校　など

New

編

集

後

記

　
今
月
号
は
、
ま
ち
づ
く
り
「
３
本

柱
」
の
完
成
に
あ
わ
せ
て
特
集
を
組

み
ま
し
た
。

　
商
店
街
で
は
、多
く
の
人
が
散
策
・

買
い
物
を
し
て
お
り
、
矢
掛
町
を
楽

し
ん
で
い
る
様
子
が
印
象
的
で
す
。

特
に
、
矢
掛
町
内
に
住
ん
で
い
る
人

が
、
改
め
て
商
店
街
を
訪
れ
た
り
、

道
の
駅
で
休
ん
だ
り
と
、
魅
力
の
再

発
見
が
で
き
た
と
話
す
人
が
多
く
お

ら
れ
ま
し
た
。

　
本
陣
前
の
電
柱
抜
柱
や
、
道
の
駅

の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
式
な
ど
、
歴
史
的

な
日
に
密
着
で
き
た
こ
と
は
、
私
に

と
っ
て
も
大
き
な
財
産
と
な
り
ま
し

た
。
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